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秋聞紙都市開発鐙傷事業に係わる御所野丘陵誌の埋

蔵文化財につきましては、昭和56年度から対処してま

いりましたが本年度をもらまして全て終了いたしまし

.. --. 
計画区域内31ケ所内遺跡からは1日石器時代から平安

時代までのi量柄、遺物が多数発見書丸ましたが.をか

でも全留で初めて綱木で閉ま仇た弥生時代的集務跡が

f地蔵間B遺跡Jから発見されるなど.他的遺跡にお

いてb平術上世議申資料をた〈さん得ることができま

した.

本年度は昨年度からの触税調査である 「地藤田A遺

跡J1ケ所的発舗網貨を実施L、1日:石器時代、縄文時

代、 5年生時代、平安時代町複合)1M-であるζとが判明

しましたe

調査の実胞にあたってrj.県、関係後関の指導をは

じめ、地元関係者等$(の方々の績械的なご協力をい

ただき添〈感謝申しょげます.

本線告書が文化財保穫のため、さらには研究資斜と

して広〈治則され九ぱ宰菩に存じます.

平成6年 3月

秋閉市教育委員会

教育長石隷俊郎



例曾

1. 本報告書は、秩悶市悶ツ小屋小阿地字地蔵聞に所在する地灘凶A遣怖の~揖潟資報告書である.

2 . み報告書の執務I~. 官II~慣行の助言を得て地諸問A遺跡の目地区を安ID忠市、 Cl也灰を商谷

隆が111白し、制資貝Aぴ艶M1f1<JJ!Aの協力を得て曹服、安削が編311した色のである.

3.発掘調査、整理作案内過l'.lで.下犯の各氏より指導、町j首を蹴った.(敬称略}

小体連総 {銅磐院大学上官開業時(!It岡県埋議文化財センター}

4.地蔵田A通路出土人骨のCli!U札幌医特大学解飼学事2~tlH;側 豊富氏に、また、平成4隼.IJ:

に調査した痩崎B進14111土の晶拘に鎮存する指筋肉分訴を株式全社Xヨーシ~に委託 L. その館

泉を掲厳した.

5. I争遺跡的平面陶. ニt.w断6肉中町 Pはよ器、 SI:石{畷}をIJ~L.. ..f~g実iM闘の外形凶にはア

スフアル ト付帯物内側耐を附した.

6.発帰絢査による品土遺物.;IIj剛鴎.写真.その他の記録1:1秋111m教育委員会が保管する.
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調査の概要

鯛査に至 るま での経過

桃川市市東部員血域1;1..HIH115u'tl6同町駄Ill!a港開港、東北横断o動車道秋田線歓聞インターチェ
ンジ開設予定等、!'l!'量制酎円安通丹要衝に位日置する所でもあ晶ことから.いち逮〈開発可能性等につ

いて町骨調査が実施され.限，r.e合計酢}において b農業.住宅問胞がー体となゥた縫合的:...四F
ウン=臨空港新都市として具体的に位置ヴけられたe

眠制55平に御所聖子台織全体的分布置電車を実施し、約3唱，.扇舟造鞠敵富雄を磁認した.昭和56司・Jt

It附発E粁唱区I車内町商事事工II問地JI!"正に先だち.下集D遣郁 {秋闇市「下嶋D遺路発嫡調査報告書J

1982年3fl、秋岡市教育委員会}的発織調査を行った.昭和57年度I;t.lト1量的開発計倒に対処するた

め附制155年何分布利意に基づ書、 3 ヶ月 1111 で遺跡の範閥憾~~制貨を:島施 し、 範闘献認絢3量的結*に

部づき関係機関と協絡を震拍.引き続8年度別に計画的世発鮒捌資金実..することとし.昭和57'1-

IJIi下場G遺跡野畑遺跡、場ノ沢B遺跡1(ノよC遺棒、緩ノよD遺跡 {峡岡市 f秋田也寄港術

陽市開発関係哩il文化財発指調1t報告書J1983隼3Il.狭岡市教育費負金).昭和58年度U./J:.
E温跡、渇ノ沢A遣弘渇ノ沢Cill車、渇ノ沢F遁棒、渇ノ沢G遺跡、渇ノ沢H遺嘗、野形遣・

{検岡市「秋me空港豊野島市開処I!4f'"蔵文化財発揚錦査報告書JI9例年311.検問布教育委員会L
alj紺59年度は下堤E遺跡、下嫌F遺跡、坂ノ上F遺跡、狸崎A遺跡、渇ノ沢D遺郎、深田沢i車協

(駄凶iHr駄岡隠窓港新書llili開処関係明!雌文化財発纏純資鰍持管J1985'ド3H.秩岡市教育委員告に
110'1制160年Ifl:地蔵回目遺跡、台A海歯車、渇ノ沢 1通路、昭和58年度に側資した渇ノ沢F遺跡的』じ尚

喜1I(験問市「枚目新都市開発鍛備事察関係会哩厳文化財発信調査報告脅J1986'" 3 11.款問市教育委

員会れ昭和61年度は地方i車.‘世BiI.(秋岡市 f秋岡新梅市開姥>>備事業関係埋蔵文化財調査

線告書J1987.3丹、 駄闘rt.f宣背番員会}的発銀脅査を行った.

昭和62年度(;1.短時B通路.亀高岡A遺除.秩大農場退院の調盆を実施t...続鶴市開発計歯区総

内に所(f.する21ケ所内遺跡的調慣がー応終Tする干乏であ勺た.しか1...昭和ω年度に調査した地
疎開B遺跡の保存問題が出てきとな拘置f銅のー部見直しがあり、総合公l輔、 底療福祉等観合施設処

設 (-)主J世にある F縫A)量跡、下4品目泡跡、下呉C遺跡的発硝捌賓が必穏にな').昭和61年度に一四i

a上総去伸棄を行勺ていた下樋C遺鵬 {歓関市 f秋田新j'JJ市開処護側諸1*関係哩蔵文化財姥偲調査
憾釣軍事J1987年9問、駄悶iH微背番員会}の発lM調査をl:.するよとにし.下漫A遺鶴、下蝿B温
. (験問市 f獄図笥穆市開発盤信事業関係漫巌文化財発舗網責鰍~，容J 1鈍畠年311.秩岡市教育署

員企}については規定置の関係で7円から肩資を行った.

平成3年度は理崎BiI.、秋;c・a・聞過.(秋悶市 f歓刷新郎市開発箆備事業関帰宅里議文化財姥
編制fi.徹也'帯J1992年311.秋凶暗i紋育祭員会}的発縄開貨を行うた.平成4年度は前年度からの

純統制査である狸崎日遺跡と、地調民国A ì量飾 (秋悶市 『験問新郎iIi剛1処罰u師事業関係狸縄文化財~a
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掘調査報告書:J 1993年3月、秋田市教育委員会)の発掘調査を実施した。平成 5年度は昨年度から

の継続調査である地蔵田A遺跡の発掘調査を実施した。

調査期間と体制

調査期間平成 5年4月20日-9月3日

調査主体者 地域掠興整備公団

調査担当者 秋田市・秋田市教育委員会

調査員菅原俊行、石郷岡誠一、西谷隆、安田忠市(秋田市教育委員会文化振興課)

調査補佐員小林都

調査協力員 五十嵐芳郎(秋田考古学協会)

調査作業員 鈴木銀一、鈴木長治、三浦竹治、鈴木市太郎、三浦金可、佐藤春信、佐々木金治
郎、

若月春吉、鈴木末蔵、三浦初枚、三浦千枝子、三浦トミエ、三浦タキ、鈴木ウメノ、

鈴木鈴子、鈴木博子、熊谷文子、宮田トキ子、伊藤茂子、佐々木久子、高島綾子、矢

野富美子、鈴木キヨ、鹿子i畢ミサ、三浦アエ子、石井京子、三浦トキ子、鈴木ルミ子、

松井悦子

整理作業員 三浦千枝子、鈴木博子、伊藤秀子、佐々木暁子、鈴木ルミ子

務員熊谷信子

調査の方法と経過

各遺跡ごとに任意の原点を決めて東西南北(磁北)に基準線を作り、調査区全体に大グリッ
ド

(40 x 40m)を設定し、さらにその中に小グリッド (4x 4 m)を設定して単位グリッドとした。

大グリッドは (1-n)、小グリッドは東西 (X軸)に数字(1 -10)、南北 (y軸)にアルフア

ベット (A-J) を配し、その組み合せで遺跡番号、大グリッド、小グリッドの)1聞に呼称すること

としfこ。

発掘調査は、 4月20日-9月3日の日程で実施した。昨年度からの継琉調査で、今年度は南西部

(B地区)と北西部 (C地区)の調査を実施した。遺跡、はB地区が旧石器時代、弥生時代、平安
時

代の複合遺跡、である。 I日石器時代の出土遺物は908点で、尖頭器;1犬石器、石核の残核、最Ij片、砕片等

である。弥生・平安時代は竪穴住居跡、2軒(弥生1軒、平安1軒)、竪穴遺構1基(弥生時代)、土

壌(弥生時代)、溝状土壌等が検出された。 C地区は縄文・弥生時代の複合遺跡、である。縄文・
弥生

時代の竪穴住居跡2軒(縄文中期末)、竪穴遺構2基(縄文前期初頭)、土壌(縄文、弥生)、時期不

明の焼土遺構、土壌等が検出された。

-2-



平成 5年度来跡者(J眠不問、敬称略)

石川錬治郎(秋田市長)、熊谷太郎、阿部 肇(秋田県文化課)、冨樫泰時、利部修、高橋

谷地薫(秋田県埋蔵文化財どンター)、長沼 孝(北海道文化課)、松田直郎、松村信博(高知

県文化財団埋蔵文化財センター)、段 小雨(中国甘粛省蘭州市教育局)、天野荘平(秋田考古学協

会)

遺跡の位置と地形@地質

位置

秋田市街から国道13号線を南下し、仁井田、横山を過ぎ、坂を登ると標高約40m前後の広大な台

地が開ける。これはJR奥羽本線四ツ小屋駅方面からもよく見える平担な台地であり、御所野台地、

台と呼ばれている。この台地が秋田新都市開発整備事業計画区域である。

各遺跡、の位置については第2図「御所野丘陵部発掘調査遺跡、範囲確認遺跡及ぴ周辺遺跡、jを参

照されたい。

地形@地質

遺跡の存在する地形は、大別して和田丘陵と末戸台台地に分けられる。和田丘陵は平坦面をあま

り持たない。しかし、定高性を持った標高60-150mのかなり開析を受けた老年期地形を示し、地

形は第 3系鮮新統に属する青色砂質シルト岩(笹岡層)と青灰色塊状泥岩(天徳寺層)、それに中

新統に属する暗灰色泥岩(船JlI層)などからなっている。末戸台台地は標高25-50m強で、その表
(註 1)

面は大変平坦である。この台地は和田丘陵と接して数段の段丘を識別できる。これらは内藤の区分

からすると、上位から標高45-50m強の椿台段丘、標高40m強の上野台段丘 I、標高35m強の上野

台段丘II、標高25m強の宝竜崎段丘の 4段階に分けられる。(第 3図)

椿台段丘

岩見川右岸末戸台台地では45-50m強の標高をもっ、いわゆる椿台高をその堆積酉とする椿台層

が厚い際(最大径10cm前後)、砂、粘土の互層で構成されている。ただ基底高度はわからない。

岩相は最上部に 1-2mの褐色の粘土質火山灰層があり、次に礎、砂、粘土の互層で、砂磯の部分

でしばしばクロス・ラミナ(斜交葉理)がみられ、砂土あるいはシルトは水平な細かい層理をなす

ことが多い。層厚をみると、際層はうすく、砂・粘土層が厚い。その下部は第3系の泥岩(船)11層)

や砂質シルト(笹岡層)となっている。内藤はこの椿台頭を関東の下末吉商に対比している。

上野台段丘 I

末戸台台地で椿台段丘の南側に標高40m強でついている段丘が上野台段丘 Iと呼ばれている。表

層の 1-2mの粘土質火山灰層を除くと、段丘堆積物は最大径20-30cmの磯層であり、厚さは 5

m程度で、その下部は第 3系となっている。
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第2図御前野丘陵商1発鑓潟資遺跡、範囲確認遺跡及び伺辺遺跡
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御所野 丘 陵郁 遺跡一覧表

tii I!II 信i:縄 11. 姥 姻 調 王監 iI 跡

轟鱒番号 遺書§ 名 両暗 tf 抱 時 代
面 織 '" -自 調習を隼穫 調査語繍 内 喧事

1 下 堤 E 秋開市四ツ小屋量4阿地字 F嵯 縄 文 5.625 銅 559 3.340 縄文{中期}量罰事

2 下 境 F " " " 14.375 " 559 2.930 縄文{前、中期)島f耳

3 下 堤 G " " 
IIJ石器.縄文{中} 5.似帥 山林原 野 557 1.550 旧石器.縄文{附.中期}集落

‘ 
統ノ上 C H 回ツ小屋小向地下域ノ上 縄 文 6.侃帥 • $57 1.飢湖 縄文t中.晩期}

s 坂ノ上 D # " " 14.例施 • $57 1.日帰 縄文【中.晩期}

6 板ノ上 E " 
11 11 15，併問 " 558 5.0∞ 縄文{中期}車薦、9-lOc製鉄炉

7 板ノ上 F " 
11 " 37.810 " 559 18.8(帥 縄文(中期}車孫、惜;'在住恩師

8 銀 崎 A 11 凶ツ小!I!小阿織草;偲崎 縄 文(喰) 13.750 畑、山林原野 559 1.910 縄文(前、晩期)1:...弥生能底持

9 狸 崎 日 " • 縄 文 11.250 原 野 H 3. 4 3.3ω IH石器、 縄文t中期}集落、弥生上輸醇

10 地蔵悶 A • 四ツ小屋末戸~本下地選回 1日;石器、 縄文.'1'安 30.制加 畑.山株飯野 HC  5 6.副lO 縄文{繭.や期I} !t>寵.弥生住底跨.土療~平安畢落

11 地灘 間 B " " 縄文{中、晩).弥生 25.∞。山 林 飯野 sω 12.∞o 旧石器、 縄文{中期}総務、弥生111書棚木勝
12 湯ノ沢 A " 四ツ小屋末戸鈴本字織ノ沢 縄 文 21，おS " $58 3.ω。縄文{中矧}、弥生怯陪跡
13 自画 ノ沢目 " " 縄 文 t前、中} 5.似lO " S57 2.3・0 縄文{中銅}聾薦、平安住居跡
14 10ノ沢 C 1岡 # 縄文{中、晩).体生 11.臼誌 • 558 ..1∞ 縄文【中期}集落
15 10ノ 沢 D S同 11 縄 文(中) 35.0∞ 細 559 3.2初 縄文(中期〉車事

16 t島ノ沢 E " " 縄 x 7.5ω 11 558 1.920 縄文{後期}

17 渇ノ沢 F 11 " 縄 文、主師.郷軍 5，310 11 S鵠.ω 4.4ω 弥生土媛、平安轟(40~)

18 織ノ沢 G 11 • 縄 文<1量} 1.3ω 原 ff $58 4ω 縄文(後期}

19 椅ノ沢 H • • 
'‘ 

文 5.倒。 畑 S鵠 η。縄文{街、中、現則}住居跨
初 野 畑 '晦 よ:Jt手御所野宇野畑 縄 文{中} 1.875 111 林 $57 刷。 縄文{中期}車落
21 野 形 11 上北手御所野宇野形 土 飾、倒 .l¥l 5.940 111 林 !長野 558 980 平安住底齢、1¥1(郎

n 漆 問 ift 11 上北手古野事深田iJ( 縄 文.平 雪量 6.875 畑 559 3.320 平安感拘齢、住IJlH

鈴 古 A m 上主宇宙野宇台 " 8.・‘。 '慣 sω 2.似殉 住居跡{中期}集落

2‘ 地 守l 11 t北亭績回字縄ノ沢 縄 文{晩} 54.670 畑. 阪 野 561 11.筑湖 縄文{中凋】集落、{検制}土療事

25 f品ノ沢 t 11 四ッ'J、極末戸松帯平副時/沢 前 • sω 5.700 弥生

26 秋大鹿嶋南 " 四ツ小A宋戸松本宇地蔵間
}晶 野 H3 3.創帥 1[1:62事.縄文{中即日総務、平安住病飾

27 色 B " 上~t手織闘字1';ノ ift 山 林 IR 野 561 1.130 縄文{中期}

28 下 耳邑 A " 開ツ小屋小向_:t:下袋
廠 野 $62 11.制蹄 縄文{中期】集語、平官集落

29 F 暗色 B 11 H • 562 5.1∞ 縄文{中期)集落、平安島務
30 ード 堤 c 11 " 

11 S61、62 17.7∞ 平安蜂落
31 下 暗色 。11 " 

11 556 17.0ω IH石器、 縄文{研r-晩則}集落.平安住凪跡
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第 3図 段丘及び遺跡の位置
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上野台段丘II

台合地では上野台段丘 Iとの比高が5m強である。段丘堆積物の岩層は、上野台段丘 Iとほ

ぼ、同様で、、}習厚は 5m前後で、ある。内藤によれば、厚い磯層の下部は椿台層に当るとしている。地

蔵田A遺跡、はこの上野台段丘IIに位遺する。

段丘堆積物の特徴は、上野台上 II面で、は最大径30cm前後の亜門礁を主体とする。ほぽ一様な際

層をもち、河川堆積物で、厚さも加味すると岩見川などによる河成の侵食段丘面と考えられる。

椿台、上野台 I、II面の各面をおおっている層厚 1-2mのシルト分を含んだ粘土質火山灰層は、

男鹿半島の寒風山が起源と一応考えられている。この粘土質火山灰層の表面総粒物質の風化状態を

みていくと、椿台、上野台 I、II面では黒色土の下の細粒物質のうち、上部50-100cmが明褐色を

呈し、下部は灰色で、境は漸移する。また、土壌闘を見ると、椿台、上野台 I、II面をおおう土壌

はいわゆる高岡 2統に属していると考えられ、比較的大きい円礁を混入していて、黒色土層を厚く

堆積させている。この層中には火山カゃラスを混入しており、火山灰が関係しているものと推定され

る。

註 1 r秋田県岩見川流域およびその周辺の段丘についてJ 内藤博夫 1965年 第4紀研究第4巻 第l

τ王

註 2 r地形、表層地質・土壌、秋田J 経済企画庁土地分類基本調査 1966年

f八郎潟の研究」 秋田県教育委員会 1965年

「火山活動と地形」 村山馨大明堂

「秋田県男鹿半島ーの目潟の火山拠出物についてj 林 宏 地質学雑誌第61巻第717号 1955年
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地蔵田 A遺跡
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第lli'll 遺跡周辺の地形
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第 2図 グリッド配置図



遺跡の概観

御所野台地の南側、 JR奥羽本線四ツ小屋，釈から南東へ800mの地点で、ある。 1手;yと西側から沢が入

り込み、標高は約30mである。

昨年度からの継続調査で、本年度は残りの遺跡南西部と北西部を実施した。なお、昨年度調査の

東部をA地区、本年度調査の福西部をB地区、北西部をC地区と呼称することとした。調査の結果、

B地区は!日高器時代の遺物、弥生時代の竪穴住居跡、竪穴遺構、土壊、平安時代の竪穴住居跡、そ

の他に溝状土墳が検出され、 C地区は縄文時代の竪穴住居跡、竪穴遺構、土壊、弥生時代の土壊、

時期不明の焼土遺構、土壌が検出された。

隣接する遺跡は、北側約100mに旧石器時代、縄文時代前・中期、弥生時代の「程Ih奇B遺跡」、

東側約250mに!日石器時代、縄文時代中期、平安時代の「秋大農場南遺跡j、東側約500mに!日石器

時代、縄文時代中期、弥生時代の「地蔵田B遺跡J等の関連遺跡が所在する。

B地区

!日石器時代

遺物は調査区の南半、約1.150m2の範閤より出土した。地形は南側がマウンド状に盛り上がり、

北・西側へ緩く傾斜している。また、東側は畑地造成により削平されている。

層位

本遺跡は標高約30mで、地形区分では上野台II段丘(調査の概要 第3図 段丘及び遺跡の位

置)にあたる。遺跡、は上野台II段丘のなかでは低位に位置する。遺物は第四層(暗黄褐色土、ロ

ム漸移層、炭化物混入)、第IVa層(貰褐色土、ローム層、暗褐色土・炭化物混入)、第IVb層

(貰褐色土、ローム層、黄色味が強く硬い)からの出土である。しかし、第IVa層までは大部分撹

乱を受けており、弥生時代の遺物も出土している。

遺物の平菌分布(付図)

遺物は調査区の南側、約1.150m2の範間に分布して

いる。西・北側の周辺を除く約700m2については密であ

るが、中でも 6-10E、13… 2Aグリッドは比較的多

く集中が認められる。

出土遺物(第 3図1) 

石器は尖頭器状石器の破損品 1点、石核の残核 1点

である。他は恭rj片、砕片で、合計908点である。なお、

-14-
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第 3図 旧石器時代出土石器

5cm 



地形が不安定で、あることから、弥生時代と考えられる石器も 2点も合まれる。

lは尖頭器状石器で、破損している。両面調整のもので、比較的扇平な作りである。石質は硬質

頁岩である。

30.00rn一一

29.00m -

28.00m -

層

層

層

層

層

層

題

協

咽

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

I
立

m
w
w
u
w
u
v
v
v
v
v
w
m
m
w
m
E
X
E

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

mm 
w
 

v
v
v
m山
田

wux

II 

III 

Na 

Nb 

Nc 

Va 

Vb 

27.00mー

26.00111 - i 

E 

表こと

黒褐色土、炭化物混入

fl奇貰褐色二上(漸移層)、炭化物混入

賞褐色土、粘土質、時褐色土、炭化物混入

黄褐色土、粘土質、黄色味強く {i吏い

賞褐色土、灰白色粘土混入

灰白色土、粘土質、黄褐色土混入

灰臼色士、粘土質、第Va層よりによい黄掲色I床が強い

灰白色土、粘土質、若干砂質をおびる

灰白色土、粘土質、粘性強い

灰白色土、粘土質、酸化して褐色味をおびる

褐色砂、酸化

灰黄白色砂、小際 (1 -5 cm)含む

灰黄白色砂

灰白黄色砂喋層、小磯(1 -5 cm) 

灰白色砂

砂喋層、酸化

砂際層、 I:I~lt喋 (5-10cm) 

jき:守句{J'Iゴニ層

1沙問I&}詩

第 4図基本土層柱状図



出土 遺物昆佳褒 (1 ) 

'“' 
7サ7' E-W S-S' . .‘ .~ -後 .!!I .‘' '11..

.1' E国 W S-'N 11 ，‘ .G包‘11 鍵寝易
I II-IOF '21 "lSl 2t，m " 

01.守 56 11-:)(: '" n3 
，，$2。• S同町

2・IOF 31 ，お 29.M! 燭 倒的 51 12-.lG お7 '" 29
...54 側 例咋

3 16-IOG 

" ' 2・泌3 • 納J~ 56 12-3; JI :110 " 初会4切
箇t'略作

f 112:-1 F ，8$ 摘 '95・8 • ".守 .. 12-311 271 " 望'.00払 聞 的汁S 112-1 F 13 " 29.'731 • .‘2乍 .。 12-311 ，)1 '0& 2t.舗@刷陣狩
611:1-1 F l2S 

"・".・6 '‘ "'¥ ‘B 12-'G " ヨM‘
舗従軍S 加 -・w

1 111 I C 相 ，. ，.騎'.. ..附 E 12-3G .. 2・"曲‘組
.... 

.tl2-IG .. 
'‘ 2・"
.• .‘附 ‘' 

1!-lG ョ.... z・...・... 
t Ilt-1G 1>> n ...・ • . .. “ 

l!喝." R' ... "蝿1・liIIt 
鳩 12-%f ". " ..". • ，陣 “ 

u・.c u・ ヨ民 ，..，..・ 事肱
1111%-1 F' 窓鱒 ." ..・・a • 側F守 “ 

11-IH " • 2'1.:ヨ‘ • .，.陸
12112-2 f' ... 

"‘ 
.. ." 1". ..除 " 12-3;" .. 2 首描色 • '岡町

1.3112-2 F 家路 糞訓. 羽舗B lU. 制"トー
14112-2F '" 

認3 ..似栂 .n 網" “ 
12-3;H s・ 50 2・.l崎6 • 鈴狩.. 12 311 " 加 19・9・m "狩1$1 U 2 f' "'. お3 ...刷。鍵a-・片 10112-4C 310 '" 19.620 

刷
'‘汁
..， 

16112-2C ぉa " 
却，柿l • -陳食 1l112-H: 30・ 2側 19.創@111 " .. 嚇・8

11112:-20 :l5:I " 29.595 • a時吟 " 12-' (: 3ω 316 "‘$19 111 網開r11112-2G 第‘'" 29.535 • 側関 11112骨 oC "0 '" 29..総111 '"す1.1)1-:G %11 2・29.'" • 例除 14112-.C 2・・ m 鵠 0;'，U. .. .. 
ZGllI-ZF' .. 10。思醐 • ‘'常 15112-411 us ... n.jfl 刷-・"
1IIIJ-tP .. 1・2 乱調悶 • ‘ .. 指 12-4<<; 1・ ー"‘ ... • “'障
DIIt-2P 包 笥2 ..'" • '‘" 

nlu-.G ， .. 
"“‘ • 観蝿

tlIIZ-tF . ‘ ... 2・・.. • 伺.. 市腔-.G 1・ ，;rz ..‘髭 • “" hIIJ-U; きη 1'" 淘凋‘ • .." 市島-00 %1 
"・ ..‘2・• 

羽狩
Z5II2-2F 125 311' 

"‘" • 網"
.. ロ 00 。 i・・ 2t“ • '‘ .. 膏"

2・12-2F 119 湯" ...‘It • ."ー " U-..H II ?・
泊，個l .... 

27112 2f' 101) お4 "。偽4 • .‘'‘ 総u-SC 話"。 '" "“‘ 
.... 

初日'" '01 8 ...・"• 倒防 相 12-5C '" 27J 2・ゐ". ..'" HII:l-2G '45 ，. 29，6仰 • ‘，.J'r 制12 ~ c: 
"・ 2・・ 鈴?制 .... 

30112-2G '" 2‘ 2t.ri66 • '同庁 .. 12-5G 3'・掲‘ 29品8 "狩3111.2 Z f: 73 ，.， 2>>.12‘ • 制.. .. 12-5G 総3 .... 29.653 .... 泊12-2H 31s .. ， .. ，・ m -崎咋 81 l2-3 Jt 繁海 ". "。締S " .. 
33112-211 玄!s 111 2・2・3.. .‘ .. .. 12 ." ?・ .. ・2t.l61 '"‘ U 111-10 z;o " ..51・• .‘ .. .. a含-IH ' 2・・ 29 .~陣 ..，旨
1111%-20 n " " .. • .‘ .. .. It-JH 5・... "“ .." 3・It-2H 1・ .. ‘ '・... ‘ • 盲腸 " 12-J I

 .. • '“凪 -帆

J1111-fH n '11 21110・• 制局 .， 松-.. .. a・...m • ..，陰
2・12-2F' "" '" 思

憎 • .." 絢 It-ll "、 7・安.・‘ • .陣
調 12-3F m '57 ...". 

‘ ‘'" '崎 12-.. 11 3・・ m 宮島3晶 • .. .. 
輔 12-3F 復抱 3・・29.51‘ a ..'守 .. 12-~ }I 

"" '" "総?
m -・.. 

4111%-3 f; 初2 31・20，$2$ • 制.. .. 12-" H " ，.， 29.'論.側 "例V
4z I )%司3p
"・
sω 2$.531 • -時附 " (2-.11 .. "“ n・.. '" .... .3112-3(; 3刷 t1 29.50・• -回附 .. 12・・.. l・5 " 鈎 ... 開 鈴>;“12:-3C 38' '" 
...引l • '略的 .. 12-.1 ~21 " 29.'" '" 

網除
4SIU-JC 次防 18' ，. ~O • ，崎町 3ω 12‘1 ". s 却生tt m .削除
4611J-JC 国 311 濁 ... • .崎咋 10) 12・1 2$< ，. ".Sl2 制網11'
471lt-3G 1・e 2・..刷1 • ..昨 "" 12-5: 11 ヨ闘 ... 紛 .... " .刷"'112-IG 

“ ' 
2・包・2 • 腿凋 3・2U-SH 

'“ 
3・3 !I.m • .唱除

崎 11-JC .. " ..m • 民.. 2・・ U-SH ヨ鴎 IIJ ，.‘“ • .肱
2・12-3(; .. 21 ，.‘n • 首帥 .05 rt-S I .. .‘ "“・ • 網開B
$1112-t(; .，. " 2t '" • .. .. 2・‘12 5 I '“ 

.. ..，・5 • ....守
51112・肺'" .. ‘事 ....・ • .. .. 10' 12-5 I m '" ... .. ・• "" Ullt lC 泌4

"‘ 
掬 ... • .... 前叩 10・lZ-SG .‘ 法協 ... ... 組 .汁

Ulu-3C S刷
1“ "。柑2 • a同庁 "・

12-5(; 

" 
期飽 ".... 羽'‘汁

55112-3G 116 '&l 却，511 • ".令 llO 12-5 I t鮒 '" 2・<<G
111 " .. 

-16-



出士 通鋤属 性 寝 (2 ) 

-17-



出土遺物属性褒 (3 ) 

11;'予 FリγV ε-¥V S-N 優聡 1Itl. .". 後約 色、 グリ .， 区ー・w s句 N
'" t; 

，11t Dtt ‘!t. 
225 lZ-3 F' 33>l l制 29.ωl '" 

11片

'" "四'"361 212 29.17$ 時札 " .. 226 珍-，飢 $< 358 29.246 明1&1. 弥智駐 283 12-IH "，6 2j6 29.207 割1" 6冷尚

221 IZ-2. I 3岬 5' Z9.212 調1&1. 網片 "・ 12-1 H ". 初。 初.Jn 111 輔副民 4階。
216 12-2 I 11:) 93 2・0削 II!&I. II~ 2釘 12-1 H 凋1 29'l 7'9.179 111 制汁

229 】2-2I 3ω 9 29.214 側 6予測' "6 12-1 H m .95 鈴"初 !Ii 舗吟
230 12-11 293 19i' 29.154 '" 持". 281 12-1 H 総3 "0 2'9.1$1 !I!&I. ‘~ .. 
23' 12-1 f-I 112 221 29.20~ II!札 Jjlt 2時8 】2-1H '" 322 29 U() !I!!l 6争昨

232 12-1 tJ 勿忘 2的 29.278 '" M狩
2縄問 】2-1" 32:' 制 29.0::11 111 .... 

233 lZ-l制 376 '56 29今2側 '" '時常
2鮒 12陶1tl ". 13' 官笠ぬ '" flr.-'3・ lZ-IH J8d 2$1 ~.25" II!&I. " .. ." 6-IOH 100 羽g 29.12・ 建&1.剥片 司市'J235 It-lH お8 '86 29.233 制・&1. 1111- 292 6-10" .. 331 "も叫 II!&I. 制片

236 (i-IO" 31 24:1 29.2$9 '" 11M' 2剖 6-101 .. .. 19.曲4 !日 綿吟 .fitJ 
m 6-IOH ‘' 2・3 29.2納 '" H" 29・ 12-$ I 128 2$1 192刷 111 "開
2鎗 6-IOH '" 322 29.199 '" H" 295 12-$ I 161 220 29.371 111 制"
239 6-l0H .. 326 首幻‘ 開... '崎町 .96 "幅.， '首? 210 29唱29 111 Jlr，-

2・0 6-10H '" ぬ6 '"刷‘ 穐& と4初鴫 797 12-5 I 188 ." 含9.401"" 時貯 司崎・，2“ 6-l0H 旬$ 281 由。a‘ 1I!!l "~ 298 It-S I 2s6 208 首..t5>t 111 ... 
2" 6-101-1 
，.. 319 29.061 '" ~J民 3澗 L2-$ I "" 221 ~A49 111 事a、向

2・3 6-10!-1 '" '68 
29ω@ 

'" 
制.. 句刷 】2-$I 28・ "‘ 

29.322 !I!!l 制.. 

2・‘ 】2:-11 151 133 初.061 '" "狩 361 12-S 1 "。 ，." 29.318. !l札 倒防

'" 1含-"
3η 168 29.052 '" 

制片

"" 
12-5 I 3iO 345 29.$18. 男I.tM" 

2・61.%-11 宮" 68 2$，07・ '" a・片
凋3 12-S I 3掬 361 関.おt，，"-絢片

2・712-( I お4 l・2 29.偽a '" ー・除 36‘ 1含 ，， " 241 鈴.，， 111 '"守2・812:-1 I ... ‘ 29.138 '" 制.. 36$ 12-4 I 8 2$5 295刷 111 ...' 
2‘9 品 101-1 145 :Jo' 29.悌S '" 制民 36' 12-41 " 320 19.4:T 111 6争"2拘 1t-5H 忽S '" Z9.5S5 11M. 網狩 36' 12鴫・41 '" 340 含9.4-17 IU 制.. 
'" 12-5H 2.J~ 205 29.510 

'" 
制昨 368 12-4 I IH 2絢 Z9..t9? 111 ...r.-

252 " 事1 2$ 151 29，210 割1&1.8則吟 ぬ912-.t [ '" 3$) 2・A21 後.. 向" 4阿q

253 12:-4 I ，. 12 29.533 機札 "11' '" 12-4 I '" :)8， 29 . ~3S !l!l 制作

，;・ 】1-4I 2l) s‘ 29.$4d '" 
鈴.. ." 1 2- ~ 1 3・0 l21l 29.43& !l札 ittt 

255 12-4 I 4. 62 曹$扮 '" '時狩
.(i 1) 312 12-3 I .. 220 29.429 11札 視T常

'56 12-S I お8 ，" '!')・22 '" "片
313 IZ-31 58 '" 't'9AOO 開・&1. 11片

晶、 1%-3H ". 328 29.総8 111 併片 "・ 1.2-3 I '" 
，，. 29.'認 倒産a..It 

.58 12:-31 制 " 29，付5慢.. 湖町 "5 1%-3 [ 総2 m t9.318 債を乱 舗l¥'
259 11-3 I ，. 15 29.361 習量札 -・" ." 12-31 251 '" 29.312 m 1附狩2的 1%-3' 1<3 168 29.343 割.M. H~ 311 12-2 I ". "" 官9.2<14 111 1'1" '61 12-3H m 29‘ 29.2“ '" 

制.. 

'" 
12-Z I 1初 JOO ".?JO 111 鈴"

262 12-3 I お3 153 29.2(沿 111 制~ 319 12-% I 

"" 
2i. 初.Z17費量.u. 制民

263 ロ明・31 初志 1“ 29.棚 "を札 '町民 320 12-t I '" "5 ~.J13 111 ~J" 

"・ 】2-2U gε 初S 29.200 司IAl 制i於 '" 12-7 I 195 錫8 曽3品 111 " .. 265 1?-2H '" 315 ...凶a'" 紙片 '" 
12-7 I ". 2“ 29.19。 '" '‘" 

'" 】2-2H 156 395 肱 同 m 綱片 司町リ 323 J.Z-Z I '" 
27場 Z9.Zil 111 I'J'者 3街q

261 12-11-1 .. 2.:11 29.1$3 '" 俳.' :124 12-t ( '" ...3 29 2l)， '" ‘馴2ω 12-1 iI &? 2iO 29.l38 '" "肖 :125 12-2 ( ， .. 2ω 29.1臨 鍵札 倒防

269 lZ-1 i ，.， " 29.偽8 相1" -岨" '" 12、21 "" '" 29.IJS 111 持"~nl) 11:-2 H ，.， 101 29，制9割1&1. 制狩 '" 12-7 l 353 
，.， t9.1詞 II!&I. 制片

:m 1%-4 I 
‘" " 29.4:総 111 制時

，，$ 12-1 l 00 3Gl %9.016 1I!!l 制.. 
212 '2--1 H 330 "， 29，“3 開l!l 除11' 329 12-1 ( '" 2" 29ω8 111 制玲21， 12:-21"1 10:; 2附 29.221i '" '''' 3:10 L2-' ( '" 2?3 29ωe 111 Jj，' 2j‘ 6-HI .1Z 1I2S 23.688 情乱 "陀 '" 

12-1 I 

'" '" "α扮 111 '崎将215 ，-!} I 2・ 16' 28.179 制1&1. 縛片 '3' 12-1 t 191 お認 首駆る 111 仲片

216 $-3H '$ '" 23.$2$ 
川 9・w4何リ 事潟 1%-11 11・ 32' 29 .~& '" 

舗1t

211 6 車H 創 215 18.611 111 H"' 334 12-1 ( 215 "0 29α，. !f札 電員、向

'" 
6-8H 37 3113 28.557 111 '‘ .. 可向。 335 品 ，.， lω 181 2$.11<調8提札 S崎町

"" 12-1 H >>; "8 勿'" 111 :Mr.- 3弘稲 6・・91 "， お7 祖師 111 制狩

2鵬 12-1H ，.. 208 29.24~ 例1&1. 側狩 331 12-5 I 16' '" %9.IJS ー1. "片281 12-1制 "'. '" 29.183 網t.. 制.. 3測 1宮-$1 185 "9 官事.UO11M. 制狩

-18-



出土遺物属性表(4 ) 

喜子 'i グ1)ゾド E→w S→N 1¥7 i:( r.:fH 波書!¥ 寄り グリソド E-ゅw S→N 1，:1 i:( r.H最 fJz熱
339 12-5 1 200 330 29.168 Htfiし 手1)1'，. 396 12-:3 H 193 184 29.28'1 tQí~L ギIJ)i

340 12-5 1 247 353 29.192 後i~L 年1)1'， 397 2H 124 86 29.18"1 W 昨)'j

341 12-5 1 338 333 29.288 持nし 年1)li" 398 12-2 H 99 129 29.169 W ii争!'t

342 12-5 1 365 348 29.295 悦百し 年1)1'，. :399 12-2 G 336 204 29.415 HnL 年I]!'t.

343 4 1 54 262 29.415 III 手I)Ft. 400 12-1 G 106 324 29.291 W 争IJJ'，'

344 12-3 1 178 398 29.286 III 主I)J十 401 12-1 G 360 224 29.254 J党古L 争I)J'j

345 12-3 1 210 266 29.300 悦古し 争I)J十 402 12-1 G :360 279 29.242 佼fiL 手IJJ'j

346 12-3 1 203 297 29.308 t-li古し 手I)J十 右 1) 403 12-1 H 298 57 29.244 N 主1)八一

347 12-3 1 218 272 29.306 t党fiL li1'J守 404 12-1 H 242 182 29.189 J党古し 年IJJi-

348 12-3 1 257 220 29.277 11を乱 手I)J'，. 405 6 -10G 303 361 28.925 {党乱 争IJJi-

349 12- 1 117 352 29.145 J党乱 手IJJ'，- 406 6 -10H 183 69 29.056 W 主IJJ'，.

350 12-1 1 117 252 29.013 Wt吉し 事I)J午 407 6 -10H 130 267 29.019 Ht古L 争I)J午

351 12-1 1 152 286 29.021 III 的!'t. 408 6 9H 132 230 28.729 おnL 手IJJ't.

352 6-10E 106 290 29.251 Ht古し 最I)J't" 409 6 9 H 150 226 28.663 W 昨J"i

353 6 -10E 30 270 29.272 撹乱 最I)J十 410 6 9 H 188 311 28.625 撹百L がJJ'j

354 6 -10E 14 310 29.278 t-li古し 最I)J十 411 12-2 H 280 332 29.070 俊吉し ji'I'J'j 

355 6-10E 34 360 29.296 ほ古L 最I)J¥- 412 12-2 H 280 33:1 29.066 撹百し 的J'j

356 12-1 E 317 352 29.339 W li4，j'j 413 12-2 H 28:=1 332 29.065 W li't'J十

357 12-2 E 119 231 29.648 W 砕!午 有り 414 12-2 H 310 393 29.020 W 争1)片

358 12-2 E 110 225 29.62日 W 時j"j 415 12-2 H 90 304 29.140 Ht~L 事1]片

359 12- E 114 212 29.614 撹古し 最1))午 416 12-3 H 87 246 29.314 撹吉L 最IJJ干

360 12- E 91 212 29.682 W 恭I)JT 417 12-5 1 35 337 28.909 俊百L 手IJJ'，

361 12-2 E 85 203 29.656 t党首し 件片 418 12-5 1 32 326 28.899 J受古し 最IJJ十

362 6 -10F 208 121 29.181 J党fiL 争I)J¥- 419 12-5 1 270 3 29.518 t:lを古し 剥!十 有り

363 6 -10F 180 147 29.191 J狂言し 最I)J十 420 12-4 I 70 2'12 29.358 J鐙苦し 最1]片

364 6 -10F 51 13 29.285 撹苦し 争I)J十 421 12-4 I 123 289 29.354 W 最I]JJj

365 12-1 F 399 19 29.331 N M'J十 422 12-4 1 296 328 29.321 W 砕Jt

366 12-1 F 16 379 29.449 W 砕片 423 12-4 1 378 311 29.303 後百し 争1)片

367 12-2 F 254 266 29.527 f費百L 争I]J午 424 12-3 G 41 285 29.396 撹古L 最IJJ十

368 12-2 F 151 303 29.569 t-li百L 砕Jt 425 12-2 1 359 186 29.006 tft古L 最IJJ十

369 12-2 F 29 280 29.509 f党百L 争I)J午 426 12-2 1 274 145 29.017 俊却し 最IJ)十

370 12-3 F 388 43 29.646 撹古し 斜l片 427 12-2 1 240 198 29.054 W 剥!十

371 12-3 F 375 59 29.617 W 最I)J十 428 12-2 1 206 2 29.097 J党主し 最I]J午 有り

372 6-9G 21 28 28.931 J受古L 最I)I-i- 有り 429 12-2 1 266 193 29.018 l-¥i古し 争1)片

373 6-9G 383 146 28.921 i-li苦し 最I]J十 430 12-2 I 43 347 29.095 J1i:古し 最I]J午 有り

374 12-1 G 300 352 29.346 t-li古L 争1)片 431 12-3 1 230 269 29.231 f畳古し 年IJJ十

375 12-1 G 228 10 29.351 J受古し 最I)J'i 432 12-2 1 336 389 29.001 J皆吉し 半I]J十

376 12-1 G 146 22 29.386 t1t百L 最1)片 433 6 - 8 J 392 314 28.137 撹苦し 最IJJ十

377 12- G 385 66 29.432 俊古し 争IJ)t 434 6 -10 J ] 98 198 28.704 t-¥i吉し ネI)Jl

378 12-2 G 248 36 29.491 W 砕}十 435 6 -10J 140 65 28.755 III 最IJ片 右り

379 12-2 G 110 48 29.483 t-li百し [i午Pi 有1) 436 6 -10 J 145 207 28.778 III 事1)片

380 12-2 G 17 121 29.400 Hi苦し Ji!t'J十 437 6 -10 J 193 300 28.765 III [14'片

381 12-2 F 150 304 29.555 撹吉し 右手!守 438 12-1 J 347 362 28.864 Ht古し 最I)J午

382 12-1 G 90 80 29.397 俊吉し 砕!午 439 12-1 J 297 389 28.897 III 全I)Jt

383 12-1 1 135 376 29.007 III 最1])十 440 12-1 J 290 383 28.929 III 砕!十

384 12-1 1 134 391 28.999 m 争Ij}午 441 12-1 J 284 383 28.952 III 砕j十

385 6 -10 1 90 336 28.824 III 争IJ)十 442 12-1 J 281 256 28.985 III 砕)十

386 6 -10 1 140 321 28.847 m 事IJ)十 443 12-1 J 237 188 28.968 t:lUL 最I)J十 有り

387 12-3 1 361 230 29.211 N 事IJ)十 444 12-1 J 235 134 28.969 III 最I]J十

388 12-5 G 325 275 29.516 J佐古し 争1])1 445 12-1 J 330 128 28.955 III 争I]H

389 12-4 G 364 224 29.434 W 争IJ片 446 12-1 J 195 307 28.992 f畳百し 争1)片 有り

390 12-4 H 275 147 29.395 慌古し 最IJJi- 447 12-1 J 72 360 29.037 III 争1)片

391 12-3 G 95 71 29.385 W li't').'i 448 12-1 J 51 394 28.973 J受古し 争IJ片

392 12-3 G 39 289 29.433 俊吉し 最1]片 449 12-1 H 48 378 28.995 W 最IJJヤ

393 12-3 G 92 353 29.374 W 最1)片 450 12-2 J 385 362 29.069 悦古し 争IJJ午

394 12-3 G 204 318 29.361 J党苦し li4，)'j 451 12-2 J 334 298 28.955 m 和l片

395 12-3 H 192 182 29.275 Ht吉L 争I))T 452 12-2 J 325 296 28.964 おViL 事IJ片 有り
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弥生・平安時代

と遺物

竪穴住居跡

1号住居跡(第 5r:m) 

調査区の南側で検出されたc

プランは長軸 8m、短軸7.7mのほほ円形を呈し、 2号住居跡(平安時代)に切られている。ロー

ム商を床面としていることから、壁は検出されなかった。周溝はi揺20-30cm、確認面からの深さは

8 -40cmで、部分的に浅深が認められ、北東側が途切れている。ピットは多数検出されたが、主柱

穴は深さ30cm以上の 4儲と考えられる。しかし、北西のピットは確認できず、 2号住居跡に切られ

ていると考えられる。炉は径約90cmの石聞炉で、あるが、 2号住居跡によって北側半分が切られてい

る。炉内は火熱を受けて赤変し、際も火熱を受けている。際は抜けている部分もある。床はほぽ平

坦であるが、南側のローム面が傾斜していることから南側の床面は確認することはできなかった。

出土遺物

土器(第 7図l、第13図11)

1はピット、 11は間溝(西側)出土である。 1は査形土器の訂縁部である。訂縁上部に平行沈線

が巡り、ほぽ等間隔に粘土粒が付く。頚部にも 2個一対の粘土粒が付き、内面に I条の沈線が巡る。

11は護形土器の桐部である。口縁部は無文帯で、胴部地文はLR単範斜縄文(横位田転)である。

2号住居跡(第 6図)

調査区の南側で検出された。

プランは一辺2.5mのほぼ方形を呈し、 1号住居跡、(弥生時代)を切っている。確認面からの深さ

は40cmで、壁はほぼ垂直に立ち上がる。ピットは住居内に 5偲検出されたが、主柱穴は各コーナー

の4個である。カマドは南壁の東側に構築されている。袖部は壊れているが、芯材と考えられる拳

大や人頭大の川原石が残っていた。燃焼部は火熱を受けて赤変している。煙道部は溝状に検出され、

壁外へ約1.4m延びる。床はほぼ平坦で、全体的に堅い。

出土遺物

土器(第7図2) 

2は床面出土の赤褐色土器部である。底部切り離し回転糸切り無調整で、底部より緩く内j脅しな

がら立ち上がる。

竪穴遺構

1号竪穴遺構(第 8図)
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拘査区内西側で検出された.

プランlま長拍3m、l.!it血2.3mの情円形を皇し、砲総面からの涼きli20閣で、!t!f.i紐〈 立1'，1ーがる.

g耐は凹凸が認められる.

出土遺物

右鑓 (第14悶 1) 

l は石織で. 無韮司ものである.石質I~硬貨頁告である.

土.(第9-11図)

H基検出さItたの調査区全体から検出されているが.中央都にil'い.断磁形がフラスコ状ないし

は袋状を呈するbのが5巷で.他は平面形tJ<阿形.ト者向形を呈する!b般的浅いものであるo 7. 8 

号土績は隣織して検出さh..1l'認弱からのi軍さは7号土殺が3m.8骨主績が1.3mて・ 7号土績は

S号土織の約Z俗である.7号土塁質的置土には賞褐色土{ローム噂}炉事量に入ってお9.7号土

繍廃棄時に8号土按構築町際的土を捨てたものと号えら仕る.

出土遺軸

土器 {第12図3-10.第13図12-24)

S義的土壌から出土している.3-ふ 12句 16は1号土織、171:t2号土娘、181:t5号土娘、9.

10. 19-231立6号土壌、 241ま8号土壌出土である.6 -8. 15. 16、 22-24は~形主協である.口

土糟ー覧表

番号
線機{仰)

平面 形 術面影 出 土 遭 物
長柏短鮎深~

I 172 157 。。愉問Jt 4 '、 TL更、警13ヲ!53史認町、丸抱 祭 Z
2 118 80 115 椅円形 5 軍13凶17(弥!I:)

3 147 142 14 持阿形 1 
4 67 51 14 傾向形

5 99 72 15 崎阿形 1 第13凶18(弥生)

6 96 92 84 情問形 5 第12図9、10、第13凶19-23(弥生J

7 155 1π見13極5 305 情阿形 5 第13図3(ヘラ状石器)

8 140 |曙I?淫n 133 情問形 5 事13鋼24I弥生上第13図4(ヘラ技石器〉

9 142 93 35 情問形 2 I ~ 

JO 117 74 17 術開形 l ，-、_，...
!I 122 98 33 指 Pl1J 2 ， '-..r， 
12 170 総 42 椅円形 2 I LS'I 
13 115 93 12 椅 1'1影 1 'u 14 120 110 40 t膏阿影 3 
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民

弘

4 

第 1層 11音褐色土、しまっている、炭化物多最・
ローム粒子少量混入

補色土、しまっている、炭化物混入

H音質掲色土、 しまっている

H音補色上、しまっている、ローム粒子多量i昆入
褐色土、やや11音い

11音波褐色こ仁、ローム粒子多量混入

、伊

1 - 28.90m 

2号土I慶

-28.40m 

第 111li 主計局色土、粘性大
第2随 時縞色こ仁、しまっている、炭化物・

ローム粒子混入

第 3I持 11ft褐色土、 しまっている、ローム粒
一子少設浪人

第 41~ il音褐色士、 しまっている
第5i日 i培賀補色土、ローム粒子・ブロック

同一e

l上七人

芦六一一一一一//ノ第 1層 !清潟色土、しまっている
B号土I麗3 第21習 明資褐色土、 i間色土i昆入、

しまっている、粘性大

第3層 fI月賞褐色土、 しまっている

==29.70m 

一一

第1硲 I府補色土、しまっている、炭化物・ローム枝子

5号土壌 混入

第 21討 11音補色土、炭化物・ローム紋子混入、ボソボソ
S 1 29.80m 

一 ，=  28.70m - u 1 三 第3層 H音銅色土
~..rτニメー -ーム、 ア戸一四 第 4I国 11音褐色:上、炭化物・ローム粒子混入、ボソボソ
'-一一ーム-------2 回一戸てー--:::liiT"'-ー..._ / 『一一一F アでコkr'<.¥，~ / 第5照 時褐色土、 I;){化物・ローム粒子少量混入、ボソ

2 ~ ボソ
S 3 

第 11詩 H音補色二上、炭火物・ローム粒子ブロックi昆
入、ボソボソ 第 1限時掲色仁、ローム粒子小是浪人

第2層 i情賀補色土、 11音褐色土少量混入、しまって 第2層 11音筒色土、しまっている 。 1m 
いる、粘性大 第 31国 l清貧禍色土、 11音筒色上混入

第 9図土
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品

g号土1麗

によ~
~11 尽 11吉約色土、炭化物・ローム粒子混入

第2層階黄色土

真

11号土曜

- 29.30m 

了よN心f
第u同 11音裕色仁、炭化物混入
第2TI¥I IIJ!!:it褐色土、炭化物入

4 

13号土壌

2 

第u日 11青褐色土
第21(* 補色二十.

私

10号土曜

-29.30m 

¥¥一二一/二之 2

第1J日 時Ml色J:.、炭化物混入
第2J将 H音質縞色土、炭化物・ローム粒子混入

唱電宮

-29.60m 

第 1J音 質褐色土、かたくしまっている、
ローム粒子多量混入

第2層 i培褐色土、炭化物・ローム粒子
多量i昆入

第3層 階賀補色土、炭化物・ローム粒子混入
第4J寝 室主褐色土、ボソボソ

第11同黒褐色二L
第2層 黒褐色j二、ローム粒 j乙混入

第3層褐色土
第4屑賀補色土

第5層階掲色土
第6J百 IIff補色 L

第11図土墳
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第13図 遺構内出土土器
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11 1号住居跡
12-16 1号土壌
17 2号土;嬢
18 5 
19-23 6 
24 8 

。 10cm 

縁部が外反し、波状口縁のものが多い。 6、15は口縁部が外反し、波状口縁である。口縁部が無文

帯で、 6の胴部地文は上部がLR単節斜縄文(横位回転)、他はLR単節斜縄文(縦位回転)で、

15の胴部地文はLR単節斜縄文(縦位回転)である。 7は口縁部がほぼ、直立するもので、波状口縁

である。口縁部が無文帯で、胴部地文はLR単節斜縄文(横・斜・縦位回転)である。 8は口縁上

部に地文が残り、口縁部の中間を磨消しするものである。 IJ縁部が外皮し、波状口縁である。地文

は胴上部及び口減上部がLR単節斜縄文(横位回転)で、他はLR単節斜縄文(縦・斜位回転)で

-35-



ある。 16、 22~24は胴部の破片である。地文は 16が L r無節斜縄文(横・縦位回転)、 22がLR

節斜縄文(横・斜{立居ijiえ)、 24がRL単節斜縄文(横位回転)である。 3、4、9、10、13、14、

17、18、20、21は鉢形土器である。平行沈線を施すものが多いが、 13は変形工字文と考えられる。

平行沈線に 1描!ないしは 2位|一対の粘土粒が付くものも認められ、 9、10には低い台が付く。 3、

4、10は口縁部が内湾気味に立ち上がり、日縁部に沈線を施すものである。 3， 4は平縁日縁で、

地文施文後に平行沈線を施し、ほほ等間隔に粘土粒が付く。内面に 1条の沈線が巡り、地文はLR

単節料縄文(斜位回転)である。 9は体下部で低い台が付く。地文はLR単節斜縄文(横位回転)

である。 10は口唇部に二又の波状突起をもつものである。地文施文後に平行沈線を施し、波状突起

の下方に粘土粒が付く。低い台が付き、体下部には平行沈静立が巡る。内面に I条の沈静zが巡り、地

文はLR単節斜縄文(斜住居転)である。 14、20は口縁部に平行沈線が巡るものである。 14の口

部には、項部に刻みの入る突起をもっ O 地文は14がLR単節斜縄文(縦位回転)、 20がLr無節斜

縄文(縦位回転)である。 18は頚部から口縁上部にかけて内湾し、その上部が外反する器形で、口

唇部に刻みの入る小突起をもっ。口縁部には平行沈線が施され、 2伺一対の粘土粒が付く。内商に

1条の沈線が巡るが、突起部分で途切れる。 13は体部がほぼ度立するもので、平縁口縁である。口

縁部に変形工字文が施されているものと考えられ、内面に I条の沈静立が巡る。地文はLR単節斜縄

文(横位回転)である。 5、12、19は高尽形土器である。 12は体部が丸味をもって立ち上がり、口

縁部が外反する。口唇部には沈線が施され、刻みの入る突起をもっ。体部には変形工字文が施され、

2個一対の粘土粒が付く。内面には 1条の沈線が巡り、内外面にミガキ調整が行われている。 5、

19は脚部である。 5は脚下部に平行沈線が、体部の内面底部に沈線による円文が施され、内外部に

ミカ、、キ調整が行われている。 19は小破片であり明確にとらえることはできないが、平行沈線開に変

形工字文また鋸歯状文が施されていると考えられる。

石器(第14悶2~ 8) 

3基の土壌から出土している。 2、5~ 8は1 3は7号土壌、 4は8号土蹟出土である。

2 ~ 4はへラ状石器で、 2、4は破損している。左右対称で、両国調整のものである。 2、3の刃

部は丸味をもっ。石質は全て硬質頁岩である。 5~ 7はくほ、み石である。全て両面にくほ、み部が認

められるもので、 5は破損している。 8は磨石である。両面が磨れているもので、断面は円形に近

い形をなす。

溝状土競

1号溝状土壌(第15間)

調査区の東側で検出された。

プランは長~由3.3m、短ljIllj55~65cmの溝状を呈し、確認国からの深さは80cmで、ある。縦断面は西側

の底部が壁外へ若干張り出し、横断面は iYJ字状を呈する。出土遺物はない。
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1号溝状土I慶第15図

出土土器

遺構内・外出土土器を、弥生時代、平安時代に大別し、弥生時代の土器については器形と文様に

ついて分類した。なお、遺物包合層における層位的な区別は認められなかった。

第 I群土器

弥生時代の土器で、護形土器、鉢形土器、高ま手形土器、査形土器がある。

I 類(第12図 6~8 、第13図 11 、 15 、 16 、 22~24、第16図27~32)

口縁部が外反し、胴上部に張りのある器形のものが多い。波状口縁と平縁日縁護形土器である。

口縁上部に地文が残るもの、沈線が巡るものがある。が認められる。文様は口縁部無文帯のもの、

6 、 15 、 27~30は口縁部が外反するもので、7 、 15 、 27~30は口縁部が無文帯のものである。6、

6 、 15は波状口縁である。地文は15 、 30がLR単節斜縄文(縦位回転)、 27~29が LR単節斜縄文

8は口縁上部に地文が7は口縁部がほぽ直立するもので、波状口縁である。である。(横位回転)

口縁部が外皮し、波状口縁である。 31、32は沈線が口縁部の中間を磨消しするものである。残り、

口縁部が外反し、地文施文後に31は3条、 32は数条の沈線を施している。地文は巡るものである。

いずれも口縁部がLR単節斜縄文(横位回転)で、 31の胴部はLR単節斜縄文(斜位回転)である。

9 、 10、第13図 12~14、 17 、 18 、 20 、 21、第16図26)4、2類(第12図3、

9、4、3、鉢形土器である。比較的小型で、警形に近いもの、体部がほぼ直立するものがある。

口縁部に沈線を施すも

4 3、日縁部に沈線を施すものである。

10、14、17、18、20、21、26は比較的小型で護形に近い器形をなすもので、

4、10は口縁部が内湾気味に立ち上がり、

-38ー
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第16図 遺構外出土土器

は平縁口縁である。いずれも地文施文後に平行沈線を施し、ほぽ等間隔に粘土粒が付く。内商に l
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31 

条の沈線が巡る。 9は体下部で低い台が付く。地文はLR単節斜縄文(横{立回転)である。 10は口

唇部に二又の波状突起をもつものである。地文施文後に平行沈線を施し、波状突起の下方に粘土粒

が付く。低い台が付き、体下部には平行沈線が巡る。また、内面に 1条の沈線が巡る。 14、20は口

縁部に平行沈線が巡るものである。 14の口唇部には、項部に刻みの入る突起をもっ。 18は頚部から

口縁上部にかけて内湾しその上部が外反する器形で、口唇部に刻みの入る小突起をもっ。口縁部に

は平行沈線が施され、 2 {間一対の粘土粒が付く。内面に 1粂の沈線が巡るが、突起部分で切れてい

る。 26は器高の害Ijには口径が比較的大きいものである。平縁日縁で、地文はLr無節斜縄文(横位

回転)である。 13は体部がほほ、直立するもので、平縁日縁である。口縁部に変形工字文が施されて

いるものと考えられ、内面に 1条の沈線が巡る。地文はLR単節斜縄文(横位回転)である。

3類(第12図5、第13鴎12、19)

高王手形土器である。体部と脚部の資料である。 12は頚部が内湾気味にくぴれて口縁部が外傾する

器形で、高坪と考えられる。口唇部に沈線が施され、ニ又の小突起をもっ。体部に変形工字文を施
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し、 2伺一対の粘土粒が付く。内面に 1条の沈線が巡り、内外面にミガキ調整が行われている。 5、

19は脚部である。 5は1却下部に平行沈線が、体部内面の底部に沈線による円文が施され、内外屈に

ミガキ調整が行われている。 19は平行沈線開に変形工字文または鋸歯状文が施されている。

4類(第7図1、第16図25)

査形土器で、ある。 1は広口で、口縁部が外反するものである。口縁上部に平行沈線が施され、上

から 2条自の沈線にほぼ等間隔に粘土粒を付け、上・下両方から押圧して粘土粒を盛り上げている。

頚部にも平行沈線が巡り、 2鋼一対の粘土粒を付けている。地文が残っている部分もあり、地文は

LR単節斜縄文(横位回転)で、この部分にはベンガラの付着が認められる。内面には1条の沈線

が巡り、内外面にミガキ調整が行われている。 25は体部下半であるが、査形の器形をなすものであ

る。比較的薄手で、外面はミ jfキ調整が行われている。

第II群土器(第 7図2) 

平安時代の土器である。

2は赤褐色土器王手で、ある。底部切り離し回転糸切り無調整で、底部より緩く内湾しながら立ち上

がる。

遺構外出土石器

石動員(第17図9、10)

2点出土している。 9は無茎で、基部に丸味がある。 10は細身のもので、一部欠けている部分も

ある。石質はいずれも硬質頁岩である。

檎先状石器(第17図11)

両面調整のもので、先端部を欠く。基部は丸味があり、両面にアスフアルトの付着が認められる。

石質は硬質頁岩である。

石匙(第17図12-15) 

4点出土している。全て縦型であるが、 13、14は破損品である。石質は全て硬質頁岩である。

ヘラ状石器(第17-19図16-33)

18点出土している。左右対称で、両面調整のものである。短冊形、援形等をなすものが多く、小

型のものも含めた。在質は全て硬質頁岩である。

削器(第19図34)

両相IJ縁に二次加工を施して刃部を作り出しているものである。石質は黒曜石である。

石斧(第20図35、36)

2点出土している。いずれも破損しているが、刃部は丸昧をもつものである。 36は片刃である。

お質はいずれも凝灰岩である。

-40-
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第18図 遺構外出土土器
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にコ 36 

「-〕 35 

第20図遺構外出土石器

石錘(第21図37、38)

2点出土している。ほぽ肩平な自然礁の両端に扶りをいれるもので、いずれも両面から打ち欠い

ている。

くぼみ石(第21図39)

自然礁の両面にくぼみ部が数ケ所認められるものである。

磨石(第21図40~42)

3点、出土している。自然磯の片面ないしは両面が磨れているものである。 40、42は両面、 41は片

面使用で、 42の側面には敵打痕が認められる。
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C:h也区

縄文・弥生時代

と遺物

竪穴住居跡

1号住居跡(第22図)

調査区の北側で検出された。

プランは長軸3.2m、短軸2.8mの楕円形を呈し、確認面からの深さは13cmで、援は緩く立ち上が

る。ピットは 2個検出されたが、主柱穴は不明である。炉は土器埋設部、掘り込み部、一段浅い掘

り込み部からなる。土器埋設部は深鉢形土器を埋設し、周辺は火熱を受けて赤変している。掘り込

み部は側面と底面の一部が火熱を受けて赤変している。一段浅い掘り込み部は壁に接している。床

はほぼ平坦で堅い。

出土遺物

土器(第30図 1) 

1は炉埋設土器である。ロ縁部がやや内湾ぎみに直立する深鉢形土器で、垂下する二重の沈線で

細長い逆 rUJ字文を施している。沈線開は磨消無文帯である。地文はRL単節斜縄文(縦位回

転)である。

2号住居跡(第23図)

調査区の東側で検出された。

ピットと炉の検出で、平面形及ぴ規模は不明で、ある。ピットは5倒検出されたが、主柱穴は不明

である。炉は土器埋設炉である。深鉢形土器を埋設し、周辺が強く火熱を受けて赤変している。床

はほぼ、平坦で、ある。

出土遺物

土器(第30図2) 

2は炉埋設土器である。胴部が膨らみ口縁部が外反する深鉢形土器で、細い沈線で縦位の楕円文

と、逆 rUJ文との組み合わせが施されるものである。沈線開は磨消無文帯である。地文はRL単

節斜縄文(縦位回転)である。

竪穴遺構

1号竪穴遺構(第24図)

調査区の中央部北西側で検出された。

プランは長軸3.3m、短軸2.4mの不整楕円形を呈し、確認弱からの深さは30cmで、壌は緩く立ち

-46-
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第8層 H音補色土、炭化物・焼土混入

第22図 l号住毘跡

上がる。ピットは l個のみの検出である。底部はやや凹凸がみられる。東壁面側に長軸1.1m、短軸

90cm、深さ37cmの楕円形を呈する浅い掘り込みが認められた。

出土遺物

土器(第31図 5-24) 

全て覆土出土である。内外面に縄文を施すもの、羽状縄文を施すもの、間程度の太さのLとRの

原体を交互に束ねて回転施文するもの、。段多条の単節斜縄文を施すものである。 22-24は底部で、

施文は0段多条のRL原体によるものである。

石器(第33図5) 
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第23図 2号住居跡

5は石錘である。扇平な自然機の両端を打ち欠いている。

2号竪穴遺構(第25図)

調査区の中央部で検出された。

プランは長軸3.8m、短軸 2mの不整情円形を呈し、確認面からの深さは20cmで、壁は緩く立ち上

がる。西壁画慨に長軸1m、短軸90cm、深さ 9cmの楕円形を呈する浅い掘り込みが認められた。

出土遺物

土器(第32図25)

25は覆土出土である。羽状縄文を施すものである。
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1号竪穴遺構第24閤

土曜出土遺物

(縄文時代)

土器(第30図 4 、第32図26、 27、 32~35、 37~44)

8基の土壌から出土している。全て深鉢形土器と考えられ、地文のみのものである。斜縄文、羽

状縄文、条痕文、同程度の太さのLとRの!京体を交互に束ねて回転施文するものである。 26、27、

4、15、19号土壌から出土している。 43、44は無節斜縄文35、 37~41は単節斜縄文を施すもので、

を施すもので、 23号土壌から出土している。 34は羽状縄文を施すもので、 15号土墳から出土してい

4は条痕文を施すもので、 11号土壌から出土している。 32、33、42は同程度の太さのLとRのる。

9、10、22号土壌から出土している。原体を交互に束ねて回転施文するもので、

4は鋸歯状石器である。縁辺を両面加工し、鋸歯状に作り出した
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6 ) 

4基の土壌から出土している。

石器(第33図 1~ 4、



戸阿
(
)
h
.

∞N
i
l

h

∞
 

ロH
O

∞.∞
m
i
l
-〈

/ヘ昭一
k
m
F
ロ
ト
r
で
寸

l
ロ
，
川
}
川
副
山
一
松
山
諜

け
明
記
翠

ノ
ヘ
昭
一
川
小
説
寸
|
ロ
・
察
記
刊
誌
，
川
一
川
川
知
山
訟
を

間
一
門
法

殴
N
M
m

間
一
同
協

てご勺

同|

ぴ〕

匂/'Y:'/ 

℃ 
、¥

て<:1

c' 
-28. 70m 

C 

。 1m 

2号竪穴遺構第25図

2は磨石で、棒状の自然磁の全面が磨4号土壌から出土している。もので、石質はメノウで舟る。

刃部が弧3はへラ状石器で、縦長恭1]片を素材とし、れているもので、 11号土墳から出土している。

6は石錘で、扇平な自然礁の両端を打ち欠いてい状を呈するものである。石質は硬質頁岩である。

る。 12号土壌から出土している。 4は縦型石匙で、細身のものである。 15号土壌から出土している。

石質は頁岩である。

(弥生時代)

土器(第30図3、第32図28-31、36)

2基の土壌から出土している。 3、28-30は高邦形土器で、 3の体部には変形工字文が施される。

6号土壌から出土している。31は鉢形土器である。全て地文はLR単節斜縄文(横位回転)である。

口唇部にLR単節斜縄文(横位回転)が施されている。 16号土壌から出土してい
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36は婆形土器で、

る。
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第u日 黒褐色士、炭化物・ IIJ!1lt褐色:上フ4ロック浪人
第2隠 lI{f褐色二仁
第3/'日 11計局色土、 IIJJ11町褐色ニヒ111入
~14 /詩 黒褐色土、 IlfJ賀補色ニl'J、フ'ロック混入

第5層 11音r/¥l色土、ローム粒子混入
i;f~ 6 /持 褐色土、ローム粒子混入

包

第 1/百
第2層
第3/百
第4/百
貨}5 /奇
策6r将
第7隠

れ号土1麗 第8/日
第9層

- 28.60111如何

「ミミ7
2 

黒体j色~t.、炭化物混入

IIg.褐色二上、ローム粒子・f.l~褐色j日混入
褐色土

H奇術色土、炭化物多量i昆入
褐色仁、炭化物混入

時間色土

褐色jこ、 Ilfj賀補色ゴ:フ"ロック混入

黒間色七、炭化物少量混入

11奇偶色土、炭化物・ローム粒子混入

賞褐色-1二

第1/(~ I日補色:仁、炭化物浪人

Jí~ 2府 間i0.l、ロームf;fL子混入

第28図土塘
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民

20号土壌

- 28.00111 

2 f費百し

- 2 1 - 29.10111 

ーベご二三ヲー
百q/母 IIjOお色仁、炭化物混入
第2/f'l11音波色土、炭化物混入

。 1m 



民

- 29.10m 

第1I@ 黙間色仁、炭化物混入
第21M によい1ft尚色!こ、炭化物・主H品色

時

上中立子混入

第 H~ Iほf補色二t.、炭化物混入
第41百時総色土
第5層褐色:上
ijfHI[~ 11奇補色ニ!こ、賞褐色二li~f.T
第71日灰褐色土

第l層 11月賞褐色二七
第2層 にぶい賀補色j二
第3層賞褐色土
第4層補色土

第51fij にぶい黄色砂質こと

14-

第61習 にぷい黄色士、支褐色土混入
第 7n守 褐色土、にぷい黄色二上混入
第81喜 明資褐色土、褐色土混入
第911ll 11音褐色土、炭化物混入

25号土壌

-29.00m 

民

13 

第l層黒褐色ニヒ、炭化物i昆入 第8層褐色土、明筒色仁・炭化物混入
第2層 にぷい黄色{沙質二仁十黒褐色土 第9層 褐色土、にぶい1it色二仁・炭化物混入
第3層 11者褐色ニi二、炭化物混入 第10階段色ニ!こ
第4層褐色土 第111沓褐色:t
第51国 褐色:t、賀補色土・炭化物混入 第121留 日月賀補色二上
第61留補色ゴニ、炭化物混入 第13層にぷい賀補色土
第7層明褐色土、炭化物混入 第14層 I呪賞褐色、砂質二仁

第29図土晴、焼土遺構
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.." 

24号土塘

2 

S 16 15 
第10~ 賞褐色土、炭化物混入
第11層 鵠色土、炭化物多量混入

-29.10m 

第121脅 R月賞褐色土、炭化物多量混入
第13層 階褐色土、炭化物多量・にぷい黄色土粒

子i昆入
第141国 H月賞褐色土
第15局 日月賞溺色土、補色I::i昆入
第1611ii 褐色土、やや砂質を幣ぴる
第171習 I羽賀褐色土

1号焼土遺構



¥ 

第30図 遺構内出土土器

焼土遺構(第29図)

調査皮の西側で検出された。

1号住居湖、炉埋設土器
2号i:i:Ii主跡炉型fl設土器
6な仁媛
11号ゴニ竣

。 10cm 

ローム面で確認された。平面形は長軸65cm、短軸45cmの楕円形を呈し、強く火熱を受けている。

焼土の厚さは13cmで、ある。

土購

1号土嬢(第34図)

中央部で検出された。
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4 ζ二〉
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15号土媛

1号竪穴遺構
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lOcm 。

遺構内出土石器第33図

第II層(黒褐色土)屈で確認されたが、遺構は判然としない。骨は60x 30cmの範囲で、検出され、

確認面からの深さは15cmで、ある。骨片に少量の炭化材が混じり合う形で出土した。骨片は長さ 2-

5 cm程度のものが多く、大型のものは出土していない。また、規則的なまとまり方は呈していない。

周辺に火熱を受けた痕跡、はみられない。

なお、遺存状況が良好であった骨片 7点の鑑定結果については、分析報告を参照されたい。
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"穆 6

1号土壊
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第lli1 m，協色ゴ:
~S 2 N1 ~j;!;前色 L i:]')'，-j;1立iit入
努~ 3 ，白 黒褐色土、茨褐色!二江~t:. 人

-29.30m 

4 

2号土I産

3 -29.40m 

;斬移層

第11i4 1If'.一体j色土
第2N1 ;\)Æ1}:)~二L 、 村!十多 likü~人
第3N1 11 許1M色!二、 Î!\:Nil 色 L j:iL 子混入、炭化物 q~) j;lit浪人

。 1m 

第34図 1、 2号土蹟

2号土璃(第34図)

調査区の中央部で検出された。 1号土壌の束、 4.5mに位寵する。

1号土墳と同様に第II層(黒褐色土)面で確認されたが、遺構はやi然としない。骨は60x 40cmの

範囲で検出され、確認面からの深さは20cmで、ある。骨片と炭化材が1号土壌よりまとまった形で出

土した。骨片は長さ 2-7 cm程度のものや、細片が多く出土しており、大型のものは出土していな

い。また、規則的なまとまり方は呈していない。周辺に火熱を受けた痕跡はみられない。

なお、遺存状態が良好であった骨片のまとまり 2点の鑑定結果については、分析報告を参照され

たい。

出土土器

遺構内・外出土土器を施文様により群に大別し、類に細別した。なお、遺物包合層における層住

的な区別は認められなかった。

弥生土器の器種は、 a類(護形土器)、 b類(鉢形土器)、 c類(高原形土器)、 d類(査形土器)

とした。

第I群土器(第31図5-24、第32図25、32-35、42、第諸国51、52)

l類 (5-7、51)

内外面に縄文を施すものである。 5-7の外商はO段多条のRL単節斜縄文(横位回転)で、 5 

の内面はLR単節斜縄文(斜位回転)、 6はRL単節斜縄文(縦位回転)、 7は外商と同じ O段多条

のRL単節斜縄文(横位回転)である。 5、6の口唇部には同一関体による縄文が施されている。
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第35図 遺構外出土土器
。 lOcm 

51は両国とも RL単節斜縄文で、外商が縦位田転、内面が横位回転である。

2類 (9-11、25、34、52)

羽状縄文を施すものである。 LR.RL原体を用いた非結束羽状縄文と考えられる。

3実責任2-15、32，33、42)

間程度の太さのLとRの原体を交互に束ねて回転施文したものである。節が組紐の場合と異なり

離れている。

4実責任6-21)

。段多条の単節斜縄文を施すものである。全て 0段多条のRL単節斜縄文(横位回転)である 0

5類 (35)

単節斜縄文を施すものである。地文はRL単節斜縄文(縦位回転)である。

6類 (22-24)

底部に縄文を施すものである。。段多条のRL原{本を用いている。
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第II群土器(第30図 1、 2、第35図45、第36図54、55)

j尤線区i国!の磨i自帯を有するもので、幅の狭い磨消帯が縦{立方向へ展開する。全てj架鉢形土器であ

る。 1は口縁部がやや内湾ぎみに直立するもので、二重の細長い逆 rUJ字文が施されるものであ

る。 2は胴部が膨らみ口縁部が外反するもので、縦位の椅円文と逆 rUJ字文との組み合わせが施

されるものである。 45は細長い逆 rUJ字文と縦位の沈線が施されるものである。地文は 1、 2、

55がRL単節斜縄文(縦位回転)、 45がLR単節斜縄文(縦位回転)、 54がRLR複節斜縄文(縦

位回転)である。

第III群土器(第30図4、第32図26、27、37-41、43、44、第35図46、48、49、第36図53)

地文のみのものを一括した。斜縄文、条痕文を施すものであるが、斜縄文は第 I群土器と区別さ

れるものである。

1委員 (43、44、53) 

無節斜縄文を施すものである。全て Lr無節斜縄文(横位回転)である。 43、44には緩やかな

rSJ字状の縄の結ぴ自がみられる。また53にも縄の結ぴ自がみられる。全て深鉢形土器である。

2業頁 (26、27， 37-41) 

単節斜縄文を施すものである。 LR及び:'RL原体を縦位、横位、斜位に回転施文するもので、全

て深鉢形土器である。

3類(4、46)

条痕文を施すものである。条痕は器面に対し横位、斜位に施すものである。いずれも深鉢形土器

である。

第N群土器(第36図56、57)

羊歯状文を施すものである。いずれも体部が湾曲しながら立ち上がる浅鉢形土器である。口縁部

のj尤線開に末端の日交み合う羊歯状文が施されている。

第V群土器(第30図3、第32図28-30、第36、37図58-74)

変形工字文、日縁部に数条の平行沈線を施すものである。

I類

変形工字文を施すものである。

b類 (58、59、61-63)

変形工字文を施すもので、粘土粒が貼付されるもの (58、59) と貼付されないもの (61-63)が

ある。 59の内面には 2条の沈線が施される。 62、63は同一個体で、体部から口縁部にかけて内湾し、

口縁部が外反するものである。
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ハハハハハハ附
。 lOcm 

第37図遺構外出土土器

c類(3 、 28~30、側、 64~66)

変形工字文を施すもので、粘土粒が貼付されるものは60だけである。 3は体部から口縁部にかけ

てやや内湾ぎみに上方に広がり、口縁部が外反する。体部には 2条の平行沈線開に変形工字文を施

している。地文は全てLR単節斜縄文(横位回転)である。

2類

口縁部から体部に数条の平行沈線を施すものである。

a類 (72)

地文施文後に、頚部に数条の平行沈線を施すものである。波状口縁を呈し、口縁部が外反するも

のである。地文はLR単節斜縄文(横位・斜位回転)である。

b業員 (67~71 、 74) 

67~71は口縁部が外反する鉢形土器である。 67、 68、 71は山形口縁をなし、 67、 68の]支部には刻

みが施され、内面には I条の沈線が巡る。 67の内面には横方向のミカ、、キがみられる。 74は底部から

いくぶん内湾ぎみに上方へ立ち上がるもので、内外面とも磨かれている。

d類 (73)

厚手で、大型の器形をなすものである。頚部に 2条の平行沈線が施され、体部内外面に刷毛目調

整痕が認められる。地文はLR単節斜縄文(横位・斜位回転)である。

第羽群土器(第32図31 、 36、第35図47~49、第37図75~77)

地文のみのものを一括した。第 1. III群土器とは区別されるものである o

a類 (36、48、49)

36は口縁部が外反し、口縁上部に縄文が施されるものである。地文は36、49がLR単節斜縄文(横

位回転)、 48がRL単節斜縄文(縦位回転)である。

b 類 (31 、 47 、 75~77)

31、47、77は体部上半に最大径をもつもので、 31、77はやや厚子、 75、76は薄手のものである。
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地文は31、77がLR単節斜縄文(横位回転)、 47が縦位・斜位回転である。 75、76はRL単節斜縄

文で、 75が縦位回転、 76が横{立回転である。

第四群土器(第35図50)

赤褐色土器で、ある。鉢で体部下半から上半にかけてやや内湾ぎみに立ち上がり、口縁部が外傾す

る。内外面ともロクロ痕が認められる。胎土には 1-2 mmの砂粒を多く合む。

遺構外出土石器

石搬(第38図7、8) 

2点出土している。いずれも有茎のものである。石質は 7が黒曜石、 8が頁岩である。

石錐(第38図9) 

錐部が短いもので、尖端が摩耗している。

石匙(第38-40図10-38)

は頁者である。

29点出土している。 38以外は全て縦型で、細身で長身のものが多い。 32-37は下部が欠損してい

る。石質は頁岩が多い。

槍先状石器(第40図39、40)

2点出土している。いずれも木葉形を呈している。石質は39が頁岩、 40はチャートである。

ヘラ状石器(第40、41図41-54、第42図55、59、第43図68)

17点出土している。平面形が按形ないしは短冊形を皇するものがほとんどで、両面調整のものが

多い。 49-52は裏面の両側縁に細部調整を施したものである。石質は全て硬質頁岩である。

掻器(第42図56-58)

3点出土している。株辺に調整を施し、刃部を作り出している。石質は頁岩である。

削器@削器状石器(第42、43図60-67)

8点出土している。縦長剥片を利用したもので、一側縁ないしこ側縁に調整を施して刃部を作り

出している。石質は頁岩である。

鋸歯縁石器(第43図69)

平面形が半月状をなすもので、両面加工を施している。上部にアスフアルトが付着している。石

賀は硬質頁岩である。

磨製石斧(第44図70-73)

4点出土している。 71、72は上部、 73は下部が欠損している。刃部は円刃を呈している。石質は

凝灰岩である。

石錘(第45-52図74-135)

62点目i土している。繭平な自然石の両端を打ち欠いているものである。 134、135の平坦商にはく
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ζミ 22
ζ~ 23 

ζご~ 24 ζ~ 25 

ζこ〉 ζご斗
〈ここ~ 28 

ζ二三
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品A
〈二ご~ q3 

くこ二ご込
くこ二コ 32 

ζご〉
。 5 cm 

第39図 遺構外出土石器
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く二~ 34 くこ~ 35 
〈二二~ 36 

ζ二:::::>37 

くこ~ 38 
o 39 くこ:> 40 

くこ) 41 。 42 く~ 43 

く>44 ζミ~ 45 

o 5cm 

第40図遺構外出土石器
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ζ二:>47 

乙二~ 48 

く二〉 く二二〉
くこ二~ 51 

ど¥¥

ど~ラ 53

ぐ一一~~ 54 o 5cm 

第41図 遺構外出土石器
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第42図 遺構外出土石器
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く二二二~ 65 

戸三三 67

一~-く
〈 J一一一一¥フ 〈二〉
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f-........~ 68 

第43図 遺構外出土石器

門

i

o 5cm 



に 70

にコ 72

に 71

くコ 73

第44図 遺構外出土石器

。 r 
;) cm 

ほ、みがあり、「くほ、み石Jとしても使用されている。

磨若(第52、53図l36-143)

8点出土している。両面が磨れているもので、比較的濡平なものと、やや肉厚のものがある。 143

の中央部にはくぼみがみられる。

石血状石器(第54図144-146)

ややi会]}享で扇平なものである。全面的に磨れている。

ウ
i



く二二〉九 仁一一_)

く二コ 78 c:=二~ 79 

く二~ 80， ζ二二~ 81 

o 10cm 

第45図遺構外出土石器
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-00 。-Q
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く二二=::> 83 

。w -0-0 
C二~

く-J85

一一
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o 10cm 

第46図遺構外出土石器
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〈二:=:>90 に)91 

くJ92 ~ 
( i 93 

くコ 94 く二~ 95 

く二~ 96ミc:=ー)可 97

o 10cm 

第47図遺構外出土お器
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くコ 98

ど一寸 99

ζコ100 く二J101 

c_ J 102 L__.;J 103 

く二コ 104 こ二二::>105 
10cm 

第48函 遺構外出土呂器
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ζ二:::>106 ζ〉川

c二二こ)108 く二~ 109 

く二~ 110 
ι~ 山

くコ山 ¥_ J 113 
10cm 

第49図遺構外出土石器
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〈ニコ山 こコ山

r-~ 117 

こコ山 〈フ山

こ二)120 
o 10cm 

第50図 遺構外出土石器
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く二二〉山
く......_ _J 125 

九一___)126 

くコ m ζコm
10cm 

第51図 遺構外出土石器
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第52図遺構外出土石器
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第53~ 遺構外出土石器
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地蔵 遺跡 し主

札幌医科大学解剖学第2講珪 石田

地蔵田A遺跡、から出土した骨は、完全に焼けた人骨であった。人骨は、乳白色で亀裂が走り歪み

があるなどの点から考えて、かなり高温でしっかりと火葬された可能性が高い。

1号土嬢出土人骨

No.l 頭蓋骨片。

No.2 : :右上腕骨の骨体遠位部。

No.3 矢状縫合をはさんだ左右の頭頂骨片。頭項孔が見られるので、やや後方の部分と考えられ

る。矢状縫合は聞いているが、熱のために開いた可能性もある。

No. 5 頭蓋骨片。

No.8 頭蓋骨片。

No. 9 前腕骨骨体片。

No.l2 :頭蓋骨片、指骨片など。

骨の大きさから見て、この間体の年齢は成人と考えられる。性別は不明。

2号土購出土人骨

No.l3 :頭蓋骨片(後頭骨、頭項骨、側頭骨)、)座骨骨体、指骨片など。

No.l4 :頭蓋骨片(前頭骨、側頭骨など)、大腿骨および膝骨骨体など。

大きさから判断して、この国体も年齢は成人に達していたと思われる。性別はやはり不明で、ある。
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5 

9 12 

l号土躍出土人骨

14 

2号土出慶出土人骨
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まとめ

地蔵田A遺跡は平成4年度からの継続調査である。平成 4年度は調査区東部のA地区を調査し、

平安時代の竪穴住居跡4軒、建物跡3掠、土墳15基検出されている。今年度は調査区高西部のB地

区及び北西部のC地区を実施した。以下、今年度調査のB、C地区の遺構と遺物について述べてみ

fこし'0

日土:fu.区

!日石器時代

遺物は調査区の南半、約1，150m2の範囲より908点出土した。尖頭器;1犬石器の破損品 I点、石核の

残核 l点で、他は剥片、砕片で、弥生時代と考えられる石器2点も合まれる。尖頭器;1犬石器は第I1I

層(暗黄褐色土、ローム漸移層)出土、石核の残核は撹乱出土である。本遺跡、では第III層からも弥

生時代と考えられる遺物が出土していることと、層住的に不安定な遺跡であることなどから全ての

遺物を!日石器時代の遺物として捉えるには無理で、ある。これは昨年度調査を実施した「狸崎B遺跡、J

A区においては同様の出土状況が認められ、第III・IV層から縄文時代の遺物も出土している。

本台地で調査した当該期の遺跡は「下堤D遺跡J、 「下堤G遺跡、J、 「狸Ih奇B遺跡j、 「地蔵田
B遺跡、j、 「秋大農場南遺跡、jで、 「下堤A遺跡、jからはナイフ形石器、石刃が各l点ずつ、 「坂

ノ上F遺跡jからは縦長制片が1点出土している。本遺跡、は石器の出土が少なく時期の決め手を欠

くが、同様の傾向を示す遺跡、は「秋大農場南遺跡Jでも認められる。隣接する遺跡は沢を隔てた北

側100mに「狸Ih奇B遺跡j、東側250mに「秋大農場南遺跡jが位置するが、他の}官辺遺跡、も合めて

関係資料との比較検討や分析などを行ったうえで、本遺跡、を再-考したいと考えている。

弥生 e平安時代

検出遺構は竪穴住居跡2軒、竪穴遺構1 土壌14基、溝~.犬土壌 1 基である。

竪穴住居跡は、弥生時代が1軒、平安時代が1軒である。弥生時代の住居跡、は白地南側の縁辺部

で検出された。本台地で当該期の住居跡が検出されている遺跡、は「坂ノ上F遺跡、」、「狸1I時A遺跡J、
「地蔵田B遺跡、J、 「湯ノ沢A遺跡」である。 目黒Ih奇A遺跡、J、 「湯ノ沢A遺跡、J2号住居跡以外
は、平面形、規模、周濯、炉のあり方など本遺跡、の住居跡、と同形態のものである。規模は最大が

「坂ノ上F遺跡jの長車R112.4m、短車fhllmの楕円形を るもので、最小が「地蔵田B遺跡J1 
I号住居跡、の径 8mの円}肢を呈するものである。本遺跡;の住居跡、は長軌 8m、短lpfh7.7mの楕円形

を呈するもので、これらの中では比較的小型で、ある。周溝は北東部が途切れている。これは住居の

出入口と考えられ、 「坂ノ上F遺跡;J、 「地蔵田B遺跡;Jも同様の形態のものが認められる。炉は
石間炉である。火熱を受けて赤変しているが、北半は王子安時代の住居跡に切られている。他の遺跡、

は地床炉ないし石国炉で、地床炉に数値iの傑・が付設されているものも認められている。主柱穴は炉
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を中心にした 4伯!と考えられる。{也の遺跡の住居跡、も 4本柱である。時期は出土遺物か
ら弥生時代

初頭と考えられる。本台地ではこれまで4遺跡から住居跡が検出され、 「地蔵田
8遺跡jでは一時

期に 3-4軒の存在が確認されている。他の遺跡では 1軒単位の検出であり、本遺跡でも 1軒
のみ

の検出である。県内では、若美町「横長根A遺跡、jで 1軒、河辺町「風無台
II遺跡、」で

1軒、大館市 f諏訪台C遺跡、Jで6軒検出されている。「諏訪台C遺跡J6軒の内訳は、 I期 III庁、

1U明2軒、 III期3軒であり、これに焼土群(住居跡、の可能性を指摘している)を含める
と II期は 3

軒となる。弥生時代初頭の砂沢期は 1. II期であるが、中でも I期はl!肝のみの検出
であり、新し

くなるにつれて増加する傾向が伺われている。

平安時代の住居跡は台地南側の縁辺部で検出され、弥生時代の住居跡を切って
いる。一辺2.5m

のはほ方形を呈し、カマドは昨J監の東側に構築されている。本台地検出の住居跡の中
では比較的小

型である。本台地で当該期の住居跡が検出されている遺跡は10遺跡で、 「下堤C遺跡Jから31軒

(f也に竪穴遺構が8軒)検出されているd 他の遺跡、では 1-5軒の検出で、本遺跡、は l
軒のみの検

出である。 1軒のみの検出は f湯ノ沢B遺跡J、 「秋大農場南遺跡、Jがあげられる。時期は床面か

ら底部切り離し回転糸切り無調整の赤褐色土器界が出土しており、 「下堤C遺跡
J同様9世紀後半

から10世紀頃と考えられる。

竪穴遺構は 1基検出された。平面形が楕円形を呈し、底面には凹凸が認められる。
性格は不明で、

あるが、出土遺物から弥生時代の住居間、の時期に属すると考えられる。

土壌は14基検出された。控rr面形がフラスコ状あるいは袋状を呈するものが5基で、{也は円形、楕

円形を51する比較的浅いものである。出土遺物から弥生時代の住居跡の時期に属すると考えら
れ

る。

j蒜状土壌は 1基検出された。縦断面は西側の患部が壁外へ張り出し、横断面が iYJ字状を呈
す

るものである。本台地では「湯ノ沢F遺跡jで1基、 「秋大農場南遺跡jでl基、 「
下堤C遺跡J

で1基、 「ド堤D遺跡J2地区で2基、 3地区で2基検出されている。これらの溝状土壌の規模は

長軸3.2-4.5mで、中でも3.5-3.8mのものが多く、縦断面は全て両端が壁外へ張り出し、横
断面

は iYJ字状を呈するものである。本溝状土壌の規模は長軸3.3mであり、これらの中では比
較的

小型である。時期については、出土遺物がなく特定することができない。本台地
で遺物が認められ

るものは f下堤D遺跡jの1基のみで、縄文時代中期の土器片が出土している。

出土遺物は土器、石器である。土器は弥生時代と平安時代に大別される。

第 I群土器は弥生時代の土器で、護形土器、鉢形土器、高坪形土器、査形土器である
。 l類とし

た護形土器は、口縁部無文帯のもの、口縁上部に地文が残り中間を磨消するもの
、口縁部に平行沈

娘が巡るものが認められる。 2類とした鉢形土器は、器形が比較的小型で、警形に近い
もの、体部が

はほ、直立するもので、口縁部に沈線を施すものが多い。 3類とした高王手形土器は、
体部に変形工字

文を施すものが1点認められ、他は脚部である。 4類とした査形土器は 2点で、広口の
口縁部に平
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行沈線を施しほほ、等間隔に粘土粒が付くもの、体部下半で比較的薄手のものである。これらの第 I

群土器は本台地「地蔵田B遺跡jで類例が認められるもので、弥生時代初頭に位誼づFけられると考

えられる。なお、第12図3、 4、10の平行沈線にはほ等間隔に粘土粒が I恒!ずつ付く鉢形土器は、

「地蔵間B遺跡、」でも認められるが量的には少ない。 r諏訪台C遺跡、J、青森県弘前市「砂沢遺跡j
でも類例が認められ、 f砂沢遺跡、jでは多量に出土している。

第II群土器は平安時代の土器である。底部切り離し回転糸切り無調整の赤褐色土器王手は「下堤C

遺跡、jで多量に出土しており、 9世紀後半から10世紀頃と考えられる。

註 1 i秋田新都市開発整備事業関係埋蔵文化財発掘調査報告書 狸111奇B遺跡」 秋田市教育委員会 1993 
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註13 i下堤D遺跡発掘調査報告書J 秋田市教育委員会 1982年3月

「秋田臨空港新都市開発関係埋蔵文化財発掘調査報告書 湯ノ沢B遺跡、j 秋田市教育委員会 1983 

年 3月

f秋田i臨空港新都市開発関係埋蔵文化財発掘調査報告書 野形遺跡j 秋田市教育委員会 1984年3

0
0
 



J=J 

f秋田臨空港新都市開発関係哩蔵文化財発掘調査報告書坂ノ f-_F遺跡 深f:Hi尺遺跡j 秋田市教育

委員会 1985年 3J~J 

f秋日:1新都市開発整備事業関係埋蔵文化財発掘調査報告書: 下堤C遺跡、j 秋田市教育委員会 1987 

王子3月

「秋田新都市開発整備事業関係埋蔵文化財発掘調査報告書 下堤A遺跡 下堤B遺跡J 秋田市教育

委員会 1988年 3月
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C士也区

検出l遺構は、竪穴住居跡2q庁、

基である。

2 人骨をIlljj~ した二i二墳 2

竪穴住居跡は 2qFF検出された。 1号住居跡は径3m前後で、楕円形を呈ーするものである。 2号{主

居跡は規模・平面7f~ とも不明である。主柱穴はいずれも不明である。炉の形態は、 1一月-1主!詰跡が二i二

器埋設部、掘り込み部、一段浅い掘り込み部からなる複式炉で、 2号住居跡は土器埋設炉である。

住居間の重複関係、拡張、縮小、炉の作り替えなどは認められない。 時期については、炉埋設土器

から縄文時代中期後葉大木9式期に位置づけられる。当該期の住居跡は本台地「湯ノ沢B遺跡;J、

日号ノ沢D遺跡Jの2遺跡から合わせて 7軒確認されている。炉の形態は、本遺跡では複式炉と
、他の 2遺跡では地床炉(湯ノ沢B遺跡 41好)、石田炉(湯ノ沢D遺跡l軒)、

炉(湯ノ沢D遺跡3軒)が検出されている。また、複式炉を比較すると本遺跡では石国部や石組部

を持たないという形態を る。検出例が少ないことから、今後類例の増加をまって検討する必要

がある。

竪穴遺構は 2基検出されたが、性格は不明である。出土遺物から縄文時代前期初頭の時期が考え

られる。

土拡:は25基検出された。調査区の北側に 3 中央から西側にかけて22基検出された。北側の土

壌は、平面形が楕円形あるいは円形で、断面形がフラスコ状を呈するものである。 23号土壌からは

第四群土器が出土しており、縄文時代中期末葉から後期初頭が考えられるが、住居跡に隣接してい

ることから、住居跡、の付属施設として同時期が考えられる。中央から西側にかけての土壌は、平面

形が楕円形で、断面形が鍋底状を呈するものが多い。時期については、 6号土壌から第V群土器で

ある変形工字文を施した高部形土器が、 16号土嬢から第VI群二!二器が出土しているこから、この 2

は弥生時代前期が、 9号・ 10号.22号土壌からは第 I群土器が出土していることから、この 3

縄文時代前期初頭が考えられる。

人骨を出土した土壊は 2碁検出された。いずれも火熱を受けた骨が炭化材(木炭)とともに出土

したが、周辺に火熱を受けた痕跡がみられず、また平面形@規模とも判然としない。骨は細片が多

く、規則的なまとまり方を呈していない。このような遺構は本台地で、は検出されていないが、大館

市「山王岱遺跡Jに類例が認められ、仁l=l佐~近世の遺構と考えられている。時期については、検出
状況から本遺跡も中世~近l:ttが考えられる。

出土遺物は土器、石器である。土器は施文様から 7群に大JJIJした。第 I群土器は地文が主体のも

ので6類に細分した。 l、2、4、5類は本台地「坂ノ上B遺跡J、 「狸111奇B遺跡jで、また 1類
は大館市「上野遺跡jでも類例が認められ、縄文時代前期初頭に位置づけられるものである。 2類

の羽状縄文は大木2a . b式期にみられる土器である。 3類のLとRの別々の!京体を何本か束ねて

施文するものは、縄文時代前期初頭に位農づけられるものである。埼玉県蓮田市「関山貝塚J、
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森県金木町「芦野遺跡、J等で類伊IJがみられるが、出二i二例が少なく今後類例の増加をまって検討する

必要がある。第II群土器は沈線区画のi幅の狭い磨消帯が縦位に展開するもので、縄文時代中期後葉

の大木9式土器に比定されるものである。住居跡の炉埋設土器は本群に相当する。 I湯ノ沢B遺

跡J、 「湯ノ沢D遺跡Jで類例が認められる。第III群土器は地文のみのもので、 3類に細分した。

無節斜縄文、単節斜縄文、条痕文を施すもので、縄文時代中期末葉から後期初頭に位置づけられる

と考えられる。第IV群土器は末端のu交み合う羊歯状文が施されるもので、縄文時代晩期大洞BC式

土器に比定されるものである。第V群土器は変形工字文や数条の平行沈線が施されるもので、 5類

に細分した。変形工字文が施される高坪形土器及ぴ鉢形土器は、本台地 f地蔵田8遺跡、j、 「狸i崎

B遺跡J、 f湯ノ沢A遺跡j、 「湯ノ沢F遺跡、jで類例が認められる。 i地蔵田B遺跡、j、 f狸崎

B遺跡」では変形工字文に2鋼一対・の粘土粒が付くものがあり、砂沢式土器併行期と考えられてい

るものもある。本遺跡では2佃一対の粘土粒が付くものと付かないものが認められる。第VI群土器

は地文のみのもので、 2類に細分した。 I地蔵田8遺跡、j、 f狸l崎B遺跡、Jで類例が認められる。

第V • VI群土器はいずれも弥生時代前期に位置づけられる。第四群土器は赤褐色土器鉢である。ロ

クロ成形であるが、底部切り離しは不明である。本台地 f下堤C遺跡Jで出土しており、 9世紀

後半から10世紀頃と考えられる。
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1986年 3月
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理崎日遺跡 Ltニ遺物

備すズコージャ総合科学研究所 中野寛子、明瀬雅子

長田正宏

帯広畜産大学生物資源化学科 中野益男

動植物を構成している主要な生体成分にタンパク費、核酸、糖質(炭水化物)および、脂質(脂肪・

油脂)がある。これらの生体成分は環境の変化に対して不安定で、、圧力、水分などの物理的作用を

受けて崩壊してゆくだけでなく、土の中に住んで、いる徴生物による生物的作用によっても分解して

ゆく。これまで生体成分を構成している有機質が完全な状態で遺存するのは、地下水位の高い低地

遺跡、泥炭遺跡、貝塚などごく限られた場所にすぎないと考えられてきた。

最近、ドイツ新石器時代後期にバター脂肪が存在していたこと、吉代遺跡から出土した約2千前

のトウモ口コシ種子、約5千年前のハーゼルナッツ種子に残存する脂肪の脂肪酸は安定した状態に

保持されていることがわかった。このように脂肪は微量ながら比較的安定した状態で千年・万年と

いう長い年月を経過しても変化しないで遺存することが判明した。

脂質は有機溶媒に溶けて、水に溶けない成分を指している。脂質はさらに構造的な違いによって

誘導脂質、単純脂質および複合脂質に大別される。これらの脂質を構成している主要なクラス(種)

が脂肪酸であり、その種類、合量ともに脂質中では最も多い。脂肪酸には炭素の鎖がまっすぐに延

ぴた飽和型と鎖の途中に二重結合をもっ不飽和型がある。動物は炭素数の多い飽和型の脂肪酸、植

物は不飽和型の脂肪酸を多く持つというように、動植物の種ごとに固有の脂肪酸を持っている。ス

テロールについても、動物性のものはコレステロール、植物性のものはシトステロール、微生物は

エルゴステロールというように動植物に伺有の特徴がある。従って出土遺物の脂質の種類およびそ

れらを構成している脂肪酸組成と現生動植物のそれとを比較することによって、日に見える形では

しない原始古代の動植物を判定することが可能で、ある。

このような出土遺物・遺構に残存する脂肪を分析する方法を「残存脂肪分析法Jとし寸。この「残

存脂肪分析法Jを用いて、 111崎B遺跡、から出土した遺物の性格を解明しようとした。

1 .石器および土壌試料

秋田県秋田市に所在する狸lh奇B遺跡は、旧石器時代、縄文時代、弥生時代の複合遺跡である。こ

の遺跡から 1出土した!日石器時代の台形様石器(試料NO.1は第 6図l320、試料No.2は第 7国1507) 2 

点と弥生時代の土壌覆土出土の鉢形土器(第33図21、口径14cm、器高 8cm)の内面に付着していた

土壌を分析した。試料NO.1 (1320) は石器 2点のうちの Iつで、 No.1 1はこの石器に付着してい

た土壌で、ある。試料NO.2(1507)はもう 1つの石器で、 No.2- 1は同じく付着土壌で、ある。試料NO.3
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i昆j夜を加え、再ぴ30分間超音波処理

をする。このt莱{乍をさらに 2回繰り

返して残存脂肪を抽出した。得られ

た全抽出涼媒に 1%塩化バリウムを

全抽出容媒の 4分の 1容量加え、ク 旧石器時代出土石器

は53号土境出土土器の内面付着土で、

ある。

2 .残存脂肪の抽出

石器試料2.6-3.4gと土壌試料O.

2-4.4gに31音量のクロロホルムー

メタノール (2: 1) i昆j夜を加え、

超音波浴槽中で30分間処理し残存脂

肪を抽出した。処理液をj慮過後、残

クロロホルムーメタノール

mv 
vv 
ロ 1(日20)

縮尺は任意

ロロホルム層と水層に分配し、下躍のクロロホルム層を濃縮して残存脂肪を分離した。

残存脂肪の抽出l量を表 1に示す。抽出率は石器試料No.1で0.0038%以下、芯器試料No.2で0.0386

%、土壌試料で0.0182-0.1904%、平均0.0842%であった。

残存脂肪をケイ酸薄層クロマトグラフィーで分析した結果、脂肪は単純脂質から構成されてい

た。このうち遊離脂肪酸が最も多く、次いでグリセロールと指肪酸の結合したトリアシルク、、リセロ

ール(トリグリセリド)、ステロールエステル、ステロールの順に多く、微量の長鎖炭化水素も存在

していた。

〈コ 2(1507) 

3 .残存脂肪の脂肪酸組成

分離した残存脂肪に 5%メタノール性塩酸を加え、 125
0

C封管中で2時間分解し、メタノール分解

によって生成した脂肪酸メチルエステルをクロロホルムで分離し、ヘキサンーエチルエーテノレー酢

酸 (80: 30: 1) またはヘキサンーエーテル (85: 15) を展開溶媒とするケイ駿薄層クロマトグラ

フィーで精製後、力、、スクロマトグラフイーで分析した。

残存脂肪の脂肪酸組成を図 1に示す。残存脂肪から10種類の指肪酸を検出した。このうちパルミ

チン酸 (C16:0)、ステアリン酸 (C18 : 0)、オレイン酸 (C18: 1)、リノール酸 (C18: 2)、

アラキジン酸 (C20 : 0)、べへン酸 (C22: 0)、エルシン酸 (22:1)、リグノセリン酸 (C24: 

0)、ネルボン酸 (C24: 1)の9種類の脂紡酸をガスクロマトグラフィ一一質量分析により同定し

た。
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各試料中での炭素数18までの中級脂肪酸について見てみると、石器試料No.1と石器付着土試料

NO.1 -1はほぼ同じ組成パターンを示し、主要な脂肪酸はパルミチン酸で約51~59%分布し、次い

でステアリン酸、オレイン酸の)1闘に多く分布していた。石器試料No.2と石器付着土試料NO.2 1は

異なる組成パターンを示し、試料No.2では主要な脂肪酸がパルミチン酸で約64%分布し、次いでス

テアリン酸とオレイン酸が同程度分布していた。試料No.2-1では主要な脂肪酸がオレイン駿で約

41%分布し、パルミチン酸も約36%と多かった。土器内付着土試料No.3は、石器試料No.1および石

器付着土試料No.1-1とよく似た組成パターンを示していた。一般に考古遺物にはパノレミチン酸が

多く含まれている。これは長い年月の聞にオレイン酸、 リノール酸といった不飽和脂肪酸の一部が

分解し、パルミチン酸が生成するためで、主として植物遺体の上壌化に伴う腐植物から来ていると

推定される。ステアリン酸は動物体脂肪や植物の根に比較的多く分布している。またオレイン酸の

分布割合の高いものとしては、動物性脂肪と植物性脂肪の両方が考えられ、植物性脂肪では特に根、

に多く分布するが、動物脂肪の方が分布割合は高い。リノール酸は主として植物穂子@葉

に多く分布する。

一方、高等動物、特に臓器、脳、神経組織、血液、始撃に特徴的にみられる炭素数20以上の高級

脂肪酸のうちアラキジン酸、べへン酸、 リグノセリン酸の 3つの飽和脂紡酸含量の合計は石器試料

No. 1で約2%、石器付着土試料No.2-1で約9%、土器内付着土試料No.3で約7%であった。石器

付着土試料NO.1-1と石器試料No.2からは高級脂肪酸は検出されなかった。通常の遺跡出土土壌中

でのこれら 3つの脂肪酸の合計合有量は約4~10%であるから、高級脂肪酸含有量はすべての試料

中で少ないといえる。

以上のことから、試料中には高等動物の臓器や神経組織、血液、胎盤といった特殊な部分の脂肪

酸は殆ど含まれておらず、一般的な高等動物や海産動物の体指肪中の脂肪酸が主であることがわか

った。

4 .残存脂肪のステ口ール組成

残存脂肪のステロールをヘキサンーエチルエーテルー酢酸 (80: 30: 1) を展開溶媒とするケイ

酸薄属クロマトグラフィーで分離・精製後、ピ 1)ジンー無水酢酸 (1: 1) を窒素気流下で反応さ

せてアセテート誘導体にしてからカ、、スクロマトグラフィーにより分析した。残存脂肪の主なステロ

ール組成を図 2 に示す。残存脂肪から 2~1l種類のステロールを検出した。このうちコプロスタノ

ール、コレステロール、エルゴステロール、カンペステ口ール、スチグマステロール、シトステロ

ールなど 8種類のステロールをガスクロマトグラフィ一一質量分析により同定した。

各試料中のステロール組成をみると、動物由来のコレステロールは石器付-着土試料NO.1 1で約

65%、石器試料No.2 で約45% と大変多く、他の 3 試料中でも約16~28% と多く分布していた。通常

の遺跡出土土壌中でのコレステロール含有量は 4~8%であるから、試料中でのコレステロール合
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有量は非常に多いといえる。

植物由来のシトステロールは試料No.1 1とNo.2 では検出されず、イ也の試料中では約12~19%の

った。通常の遺跡出土土壌中でのシトステロール含有量は30~40%、もしくはそれ以上

であるので、試料中でのシトステロール合有量はかなり少ないといえる。

クリ、クルミ等の堅果植物由来のカンペステ口一/レ、スチグマステ口一/レは、試料No.1-1とNo.2 

では検出されず、カンペステ口一ルが試料No.lで、約13%、No.2… 1で約33%、No.3で約7%分布し、

スチグマステロールが試料No.1で約10%、No.2 1で約2%、No.3で約2%分布していた。通常の

遺跡出土土壌中にはカンペステロール、スチグマステ口ーノレは 1~10%分布している。従って、

器付着土試料No.2 1でのカンペステロール量は大変多いといえるが、他の試料中での植物性ステ

ロール量は通常の遺跡出土土壌並みか、少なめといえる。微生物由来のヱノレゴステロールは全く検

出されなかった。

晴乳動物の腸および糞便中に特異的に分布するコプロスタノールは、石器付着土試料No.1… 1で

約5%分布していた以外は、他の試料中では検出されなかった。通常コプ口スタノールが10%以上

含まれていると、試料中に残寄している脂肪の動物種や性別、また遺体の配置状況などが特定でき

る場合があるが、今回は含まれていても 5%以下の微量であるため、それらの判定はできなかった。

しかし、試料No.1 1ではわずかではあるがコプロスタノールが残存しているということは、石器

付着土試料No.1… 1には晴乳動物の腸などの脂肪が残存しているといえる。

各試料中に残存するステロールのうち、動物に固有のコレステロールと植物に固有のシトステロ

ールの比を求め、残存脂肪の動植物起源を調べたのが表2である。一般に、動物遺体の存在を示す

コレステロールとシトステロールの分布比の指標値は土壌で0.6以上、土器・右器・石製品でO.

8~23.5 をとる。表からわかるように、試料No.1-1 と No.2ではシトステロールが検出されないため

に分布比の算出が不能であったが、他の 3試料中ではいずれも分布比が1.2以上を示した。

以上のことから、試料中に含まれているコレステロール量やコレステロールとシトステロールの

分布北から、試料中には動物性脂肪が多く残存していることがわかった。

5 .脂肪酸組成の数理解析

残存脂肪の脂肪酸組成をパターン化し、重回帰分析により各試料開の相関係数を求め、この相関

係数を基礎にしたクラスター分析を行って各試料開の類似度を調べた。同時に試料中に残存する脂

肪の持主を特定するために、出土土器を幻児埋葬用護棺と判定した静岡県原川遺跡、出土土墳を再

葬墓と判定した宮城県擢萩遺跡、人間の体指肪、人間の骨油、出土土器を胞衣査と判定した奈良県

平城京左京(外京)五条五坊十坪、人間の路盤試料など、各種遺跡試料や現生動植物試料の脂肪酸

の類似度とも比較した。予めデータベースの脂肪酸組成とクラスター分析を行い、その中から類似

度の高い試料を選ぴ出し、再ぴクラスター分析を行いパターン間距離にして表した代表的な樹状図
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表 1 試料の残存脂肪抽出量

試料No. 試料名 i昆重量(g) 全脂質(mg) tlll出率(%)

石器No.l320 2.63 <0.1 <0.0038 
1-1 石器No.l320付着土 0.21 0.4 0.1904 

2 石~iJ.No.l 507 3.37 l.3 0.0386 
2-1 石器No.l507付着了!二 4.40 0.8 0.0182 

3 土器No.21 0.68 0.3 0.0441 

表2 試料に分布するコレステロールとシトステロールの割合

試料No.
コレス シトス

コレステロール(%) シトステロール(%) テロール/テロー

l 28.38 18.73 l.52 
1-1 64.54 
2 44.68 
2 -1 18.46 14.93 l. 24 
3 16.23 11.97 l. 36 

表3 石器試料に残存する脂肪の脂肪酸組成から算出した動物脂肪の分布割合

脂肪酸 No.1 ニホンジカナウマンゾウ 計算値 No.2 ニホンジカナウマンゾウ 計算値

C 16 : 0 50.9 44.4 47.9 44.537 64.3 44.4 47.9 46.115 
C 16: 1 7.0 6.674 7.0 3.505 
C18 : 0 3l. 6 24.6 16.6 24.282 17.5 24.6 16.6 20.620 
C18: 1 13.2 13.5 8.0 13.291 18.2 13.5 8.0 10.779 
C18 : 2 2.6 4.5 2.1 4.375 4.5 2.1 3.280 
C18 : 3 6.7 0.267 6.7 3.336 
C20 : 0 l.0 2.4 5.4 2.537 2.4 5.4 3.882 
C20: 1 0.3 0.298 0.3 0.156 
C20 : 2 0.2 0.202 0.2 0.106 
C20 : 4 0.038 tr. 0.020 
C20 : 5 tr. 0.038 tr 0.020 
C22 : 0 0.5 0.9 8.0 1.152 0.9 8.0 4.389 
C22: 1 0.3 0.288 0.3 0.151 
C22 : 2 0.3 0.288 0.3 0.151 
C22 : 5 0.1 0.115 0.1 0.061 
C24 : 0 0.4 l.2 5.4 1.320 l.2 5.4 3.272 
C24: 1 0.3 0.288 0.3 0.151 

分布割合(%) 96.0 4.0 50.4 49.6 
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試料中に残存する脂肪のステ口ール組成図2試料中に残存する脂肪の脂肪酸組成図 l

1からわかるように、石器試料No.1、No.2と石器付着土試料No.1 1、3-2である。図 3が図 3

-1はニホンジカ、ナウマンゾウ試料と共に相関行列距離0.1以内でよく類似しており、 A群を形成

アザラシ等のヒクゃマ等の動物、マカ、、モ等の野鳥やオオカミ、した。石器付着土試料2-1はキジ、

E群を形成した。他の対照試料はそれぞれ海産動物と共に相関行列距離0.15以内で類似しており、

オッアカハラ等の野鳥、モズ、これらの群のうちタヌキ等の動物、F~H群を形成した。B~D 、

トセイ、イルカ等の海産動物が形成する B、C群とA群は様相行列距離0.2以内の所にあり、若干類

カヤの実などが形成する F群と E群とは相関行列距離0.15以内の所にあトチ、また、

り、類似していた。

似していた。

土器内付着土試料No.3はニホンジカ、原川遺跡、の試料と共に一方、図 3-2からわかるように、

相関行列距離0.1以内でA群を形成した。 A群はタヌキ等の動物、モズ、アカハラ等の野鳥、オット

人間の胎盤等が形成する B~D群とは相関行列距離0 ， 2以内の所にあセイ、イルカ等の海産動物、

3-2共にヒトの手の油

それが古代人の子が狸崎B遺跡の試料に近いのは、試料がヒト手に触れていることを示している。
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図3-1 試料中に残存する脂肪の脂肪酸組成樹状構造図
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図3-2 試料中に残存する脂肪の脂肪酸組成樹状構造図
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のj由か、発掘時に手で触れたためについた現代人の子の泊かは不明で、はあるが、発掘時に付着した

手の油は、脂肪抽出前に石器を洗浄しているので、石器に付着している子の油は古代人のものと推

定される。

クラスター分析の成績から、これらの試料には動物の時紡の混在が推測された。そこでクラスタ

ー分析から導き出された動物種がどれくらいの割合で混ざっているかを求めた。相関行列距離の短

い動物種の脂肪酸組成に基づいて、ラグランジェの未定係数j去を用いて、誤差の二乗和が最も小さ

くなるような動物種の組み合わせを数理計算し、各々の試料中の動物種の分布割合を求めた。その

結果を表3に示す。表3からわかるように、石器に付着する動物が石器試料No.1ではニホンジカ96

%、ナウ?ンゾウ 4%、石器試料No.2ではニホンジカ50%、ナウマンゾウ50%の割合で分布してい

る時、試料中の残存脂肪分析値が計算上の分析伎に最も誤差なく近似することを示している。

以上のことから、出土石器は主としてニホンジカの解体用に用いられ、次いで多いナウマンゾウ

に類似の動物の解体にも用いられ、他にもモズ、アカハラ等の野鳥やタヌキ等の動物、オットセイ、

イルカ等の海産動物の解体にも用いられるなど、混用されていたことが推測される。土器内付着土

試料No.3を採取した土器にはニホンジカの脂肪が残存していることを考えると、調理用器具か食器

の可能性があるが、ヒト遺体を埋葬した試料である原川遺跡の試料とも類似しているので、土器の

用途については断言できなかった。しかし、土器の大きさからしてヒト遺体の可能性はなく、人間

の胎盤試料とも若干類似している程度なので、土器は貯蔵容器などの調理用器具か食器である可能

性が強し'0

6 .脂肪駿組成による種特異性相関

残存脂肪の脂肪酸組成から種を特定するために、中級脂肪酸(炭素数16のパルミチン酸から炭素

数18のステアリン酸、オレイン酸、 1)ノール駿まで)と高級脂肪酸(炭素数20のアラキジン駿以上)

とのよとをX軸に、飽和脂肪酸と不飽和脂肪酸との比をY軸にとり種特異性棺関を求めた。このよ七例

配分により第 1象限の原点から離れた位置に高等動物の血液、脳、神経組成、臓器等に由来する脂

肪、第 1象限から第 2象恨の原点から離れた位置にヒト胎盤、第2象限の原点から離れた位置に

等動物の体脂肪、骨j由に由来する脂肪がそれぞれ分布する。第 2象設から第 3象眼にかけての原点

付近に植物と微生物、原点から離れた位置に植物腐植、第 3象限から第 4象限に移る原点から離れ

た位置に海産動物が分布する。

試料の残存脂肪から求めた相関関を図 4に示す。図からわかるように、いずれの試料も第 2象限

内に広く分花していた。この分布位置は高等動物の体脂肪、骨j由に由来する脂肪が残存していたこ

とを示す位置で、試料中に高等動物の体賠肪、骨j由が残存していた可能性が強い。
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7 .総括

重量崎B遺跡カら出土した石おおよび土焼損土の土器内部内付着土に桟存する脂肪を分析した.残

存する脂肪厳分析の結果、 いず九の試糾にもお級ß~I青島費{まあまり合まれておらず、主に動物内一般

的な体脂肪が残存していることがわかった。

脂肪椴紛成町分布に適正ヴ〈数理解析の結果、クラスター分締では、石器武将には主としてニホン

ジカの脂肪がf、t精し、次いでナウ守ンゾウに矧似した脂肪が付着していた.土機内土器はユホンジ

カかl点川遺飾の試料に類似しているζとがわか勺た.また、ラグランジエ円未定係数法により試料

中に残存している脂肪の動物憶を葬品した結果.石器試f.w.)には殆どがニホンジカ、N.2にはユ
ホンジtJとナウマンゾウの脂肪が半分ずつ妓存していることがわかった.

続存するステロール分新の結集、 いずれの試斜にも動物性脂肪のヨレステロールが多量に残存し

ていることがわかった.また、石器試早判。2の周辺土には特に堅実繕物が多〈残っていた.

以上向成績から、狸崎B遺跡から品土した石器は主と してニホンジカの解体に、またナウ?ンゾ

ウやタヌキ等的動物、モズやアカハラ等町野鳥、オットセイやイルIJ等の海産動物的解体に用いら
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札、土療中の土器はニホンジカの脂肪等が付着している4とや、その大きさから、貯灘容器をどの

調邸周器具か食器で1，る可能性が強い.
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B地区調査前(二!と→)

図版 1



B地区遺構検出状況(南東→)

ヨ地区旧石器時代調査状況(南東→)

盟版 2



B地区全景(北→)

B地区全景(東→)

図版 3



3地区|日石器出土状況(南→)

号住居跡(北京→)

日版 4



1号住居間;(南東→)

1号住居間、周溝(南側) 1号住居跡周溝(西側)

図版 5



!号住居跡(北西→)

号住居跡炉(北西→) 2号住居助;カマド(北西→)

罰版 6



1号竪穴遺構(南西→)

l号土墳(南→)

図版 7



3号士按(西→)

5号土壌(南東→)

7、 8号土壌(南→)

習版 8

6 号土嬢(東一~)

9号土壌(南→)



10号土墳(南→)

12号土壌(南西→)

14号土境(南→)

図版 S

11号土境(南→)

13号土壊(南→)

1号j茸状土壌(束)0) 



2 

5 

1 1号住居跡ピット
2 2号住居跡床面
3 -5 1号土境

図版10



7、8 1号二上境
9， 10 6号土壌
11、12 遺構外

図版11

7 

s 

11 

10 

12 



協
議
…
J
Eい
一
い
い
[
い
抑
制

国
語
詰



遺構内

遺構内出土石器
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遺構外出土石器

図版15



遺構外出土石器

園競16
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